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表紙の絵

1919年以降，非常に大勢の人たちが大いなるバビロンを出て，「神聖な道」を歩み始めた。（研究記事22の8節を参照。）
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研究記事20

祈りをもっと良いものにするには


「あなたの気持ちを全て神に伝えよ」。詩編 62:8

45番の歌 心の黙想

何を学ぶか*



[image: 兄弟が1日のいろいろな時に祈っている。1. 朝起きた時。2. 家族と食事をする前。3. ビデオ会議で奉仕に参加する前。4. 外でリラックスしている時。5. 寝る前。]

私たちは毎日のいろいろな場面で，アドバイスを求めてエホバに祈ることができる。（1節を参照。）








 1. エホバは私たちがどうすることを望んでいますか。（写真も参照。）

慰めやアドバイスが必要な時，誰に助けを求めますか。私たちは祈りでエホバに頼ることができます。エホバはそうすることを望んでいて，私たちに「絶えず祈」るようにと勧めています。（テサ一 5:17）私たちはエホバに自由に近づき，毎日のいろいろな場面でアドバイスを求めて祈ることができます。（格 3:5，6）エホバは惜しみなく与えてくださる方なので，私たちはエホバに何度でも祈ることができます。

 2. この記事ではどんなことを考えますか。

2 私たちはエホバに祈れることを心から感謝しています。でも，忙しくしていると，時間を取って祈るのは難しいと感じるかもしれません。祈りをもっと良いものにするにはどうしたらいいだろうと考えることもあるでしょう。聖書を調べると，この点で役立つヒントが見つかります。この記事では，イエスの手本に注目し，どうすれば時間を取って祈ることができるかを考えます。また，祈りをもっと良いものにするために意識できる5つの点も学びます。






イエスは祈りのために時間を取った


 3. イエスはどんなことを理解していましたか。

3 イエスは，エホバが私たちの祈りを大切なものと考えていることをよく知っていました。地球に来るずっと前，ハンナやダビデやエリヤといった忠実な人たちの祈りにエホバが答える様子をそばで見ていました。（サム一 1:10，11，20。王一 19:4-6。詩 32:5）だからこそイエスは，祈りが聞かれるという確信を持って何度も祈るように，と弟子たちに教えました。（マタ 7:7-11）

 4. イエスの祈りからどんなことを学べますか。

4 イエスは手本によっても祈りの大切さを弟子たちに教えました。イエスは宣教期間中，何度も祈りました。とても忙しく，たくさんの人たちに囲まれることもよくあったので，祈るために時間を取る必要がありました。（マル 6:31，45，46）朝早く起きて，独りで祈りを捧げたこともあれば，重要な決定をする前に一晩中祈ったこともあります。（マル 1:35。ルカ 6:12，13）亡くなる前の晩には，地上での最も難しい務めを果たせるように，何度も祈りを捧げました。（マタ 26:39，42，44）

 5. 祈る時，どのようにイエスの手本に見習うことができますか。

5 イエスの手本から分かる通り，どんなに忙しくても祈りのために時間を取るのは大切なことです。朝早く起きたり，寝る時間を少し遅らせたりできるかもしれません。そのようにして祈るための時間を確実に取るようにするなら，祈りを大切にしていることを示せます。リン姉妹は，祈りでエホバに近づけるということを初めて聞いた時，とても感動しました。こう言っています。「エホバにいつでも話せるということを知って，エホバのことを親友と思えるようになりました。そして，自分の祈りをもっと良いものにしたいとも感じました」。あなたも同じように感じていることでしょう。では，祈る時どんなことを含めるとよいでしょうか。5つの点を考えてみましょう。






祈りに含めるとよい5つの点


 6. 啓示 4章10，11節によると，エホバはどんな方ですか。

6 エホバを賛美する。使徒ヨハネは幻の中で，24人の長老が天でエホバを崇拝している様子を見ました。長老たちはエホバのことを，「栄光と栄誉と力」を受けるのにふさわしい方だと言って賛美していました。（啓示 4:10，11を読む。）忠実な天使たちもエホバを賛美しています。天でエホバのそばにいて，エホバのことをよく知っているからです。エホバの行動から，エホバがどんな方かが分かります。それで，天使たちはエホバが行うことを見る時，ますますエホバを賛美したいという気持ちになるのです。（ヨブ 38:4-7）

 7. どんな点についてエホバを賛美したいと思いますか。

7 私たちもエホバを賛美したいと思います。祈りの中で，エホバのどんなところが好きでどんなところが素晴らしいと思っているかを伝えることができます。聖書を学ぶ時には，エホバがどんな方かに注目しながら読むようにしましょう。そして，感動したことをエホバに祈りで伝えることができます。（ヨブ 37:23。ロマ 11:33）また，エホバが自分や仲間をどのように助けてくださっているかを考えると，エホバを賛美したいという気持ちになります。エホバはいつも私たちのことを気に掛け，守ってくださっているのです。（サム一 1:27; 2:1，2）

 8. どんなことをエホバに感謝できますか。（テサロニケ第一 5:18）

8 エホバに感謝する。エホバに感謝できることはたくさんあります。（テサロニケ第一 5:18を読む。）私たちが持っている良いものは全てエホバが与えてくださったものだからです。（ヤコ 1:17）例えば，美しい地球を含め，素晴らしい物をたくさん造ってくださいました。また，命，家族や友達，将来の希望も与えてくださっています。そして何よりも，エホバと友達になれるというのは本当にうれしいことです。

 9. エホバへの感謝を深めることはどうして大切ですか。

9 私たちは，エホバにどんなことを感謝できるかについて意識的に考える必要があるかもしれません。感謝しない人たちに囲まれて生活しているからです。多くの人は，感謝を示すことよりも，どうすれば自分の欲しいものを手に入れられるかということばかり考えています。そうした態度に影響されてしまうなら，私たちの祈りはお願いばかりになってしまうでしょう。そうならないために，エホバが私たちにしてくださっていることへの感謝を深め，それをエホバに伝えるのは大切なことです。（ルカ 6:45）



[image: 姉妹が夜に家の屋上で座って祈っている。隣には，テーブルの上に聖書とノートがある。]

エホバに感謝を伝えることは，大変な中でも頑張り続ける助けになる。（10節を参照。）





10. ある姉妹にとって，感謝の気持ちを持つことはどのように助けになりましたか。（写真も参照。）

10 感謝の気持ちは，問題に立ち向かう助けになります。「ものみの塔」2015年1月15日号に載せられている敬淑姉妹の経験を考えてみましょう。姉妹は，進行性の肺がんと診断されました。こう言います。「本当にショックでした。もうすべて終わりだと感じ，とても怖くなりました」。姉妹はどうしたでしょうか。毎晩，寝る前に家の屋上へ行って，その日に感謝していることを5つ声に出して祈りました。そうすると，気持ちが落ち着き，エホバをどれほど愛しているかを伝えたくなりました。そして，エホバが試練の間ずっと支えてくださっていることや，人生には試練より祝福の方がはるかに多いことにも気付きました。大変な経験をしている時にも，エホバに感謝できることはたくさんあります。エホバに祈って感謝を伝えることは，穏やかな気持ちで試練を忍耐していく助けになるでしょう。

11. イエスが天に昇った後，弟子たちに大胆さが必要だったのはどうしてですか。

11 大胆に伝道できるようにと祈る。イエスは天に昇る少し前，「エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所」でも伝道するようにと弟子たちに命じました。（使徒 1:8。ルカ 24:46-48）でもその後すぐ，使徒のペテロとヨハネはサンヘドリンに連れていかれ，宗教指導者たちから伝道をやめるようにと脅されます。（使徒 4:18，21）ペテロとヨハネはどうするでしょうか。

12. 使徒 4章29，31節によると，弟子たちは何をしましたか。

12 宗教指導者たちの脅しに対し，ペテロとヨハネはこう言いました。「神よりもあなた方の言うことを聞く方が，神から見て正しいことなのかどうかは，自分たちで判断してください。しかし，私たちとしては，見聞きしたことについて話すのをやめるわけにはいきません」。（使徒 4:19，20）ペテロとヨハネが釈放されると，弟子たちはエホバの望まれることを行えるよう，こう祈りました。「あなたの奴隷たちができる限り大胆にあなたの言葉を語り続けられるようにしてください」。エホバはこの誠実な祈りに答え，弟子たちに勇気を与えました。（使徒 4:29，31を読む。）

13. 眞赫兄弟の例からどんなことを学べますか。

13 私たちも，政府から伝道を禁止された時，弟子たちに見習うことができます。眞赫兄弟の例を考えてみましょう。兄弟は軍隊に加わらなかったために投獄されました。そして，独房に入れられている人たちを世話する仕事を任されます。でも，聖書の話を含め，仕事と関係のない話はしてはいけないと言われました。兄弟は，あらゆる機会に伝道できるよう知恵と大胆さを与えてください，とエホバに祈りました。（使徒 5:29）こう言っています。「エホバは私の祈りを聞いて，知恵や大胆さを与えてくださいました。そのおかげで，独房の扉の所で，いろんな人と5分間の聖書レッスンができるようになりました。夜には，次の日に渡すための手紙を書きました」。私たちも眞赫兄弟のように，エホバが必ず助けてくださると確信して，知恵や大胆さを祈り求めることができます。

14. 問題を経験している時にはどんなことができますか。（詩編 37:3，5）

14 問題に立ち向かうための助けを求める。私たちはみんないろいろな問題を経験します。病気になったり，ひどく落ち込んだりすることもあれば，家族の中での問題，愛する人の死，迫害などを経験することもあります。こうした状況に感染症の流行や戦争などが加わると，ますます大変になるでしょう。そうした時には，自分の気持ちを全てエホバに打ち明けてください。親友に話す時のように，自分のことを伝えましょう。エホバは「あなたのために行動してくださ」います。（詩編 37:3，5を読む。）

15. 「苦難に遭っても忍耐」する上で，祈りはどのように助けになりますか。

15 粘り強く祈ることは，「苦難に遭っても忍耐」する助けになります。（ロマ 12:12）エホバはご自分に仕える人たちがどんな経験をしているかをよく知っていて，「助けを求める叫びを聞」いてくださいます。（詩 145:18，19）開拓者である29歳のクリスティー姉妹は，このことを実感しました。姉妹は突然重い病気になり，とてもがっかりしました。さらに，母親が命に関わる病気であることが分かりました。姉妹はこう言います。「一日一日頑張るための力を与えてください，とエホバに真剣に祈りました。そして，集会や個人研究といった良い習慣を守るようにしました。この大変な時期を乗り切る上で，祈りは大きな力になりました。エホバがすぐそばにいてくださるのを感じ，とても慰められました。すぐに病気が良くなったわけではありませんでしたが，エホバは私の祈りに答えて，穏やかな気持ちでいられるように助けてくださいました」。エホバが「神への専心を示す人々をどのように試練から救い出すかを知ってい[る]」ことを決して忘れないようにしましょう。（ペテ二 2:9）



[image: 兄弟が誘惑に抵抗するために行動している。1. 真剣に祈っている。2. タブレットからアプリを消している。3. 聖書を読んでいる。]

誘惑に抵抗するために，（1）助けを求めてエホバに祈り，（2）祈りに沿った行動をし，（3）エホバとの絆を深める。（16-17節を参照。）





16. 誘惑に抵抗するためにエホバの助けが必要なのはどうしてですか。

16 誘惑に抵抗できるよう助けを求める。私たちは不完全なので，間違ったことをさせようとする誘惑にいつも抵抗する必要があります。でもサタンは，この面で私たちに大変な思いをさせようとして，できる限りのことをしています。例えば，不道徳なエンターテインメントを使います。そうしたものを楽しむと，良くないことばかり考えるようになってしまうでしょう。やがて，心も汚されて重大な罪を犯してしまうかもしれません。（マル 7:21-23。ヤコ 1:14，15）

17. 誘惑に抵抗するための助けを求めたなら，どんなことをする必要がありますか。（写真も参照。）

17 誘惑に抵抗するためには，確かにエホバの助けが必要です。イエスも模範的な祈りの中で，「私たちを誘惑に陥らせないで，邪悪な者から救い出してください」と祈るよう教えました。（マタ 6:13）エホバは私たちのことを助けたいと思っています。でも，私たちの方から助けを求める必要があります。そして，祈りに沿った行動を取ることも大切です。例えば，サタンの世の中に広まっている間違った考えにできるだけ触れないようにします。（詩 97:10）聖書を読んだり学んだりして，いつも良いことを考えるように努力することもできます。集会や伝道に参加することも助けになります。そして，エホバも行動してくださいます。聖書の中で約束している通り，私たちが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。（コリ一 10:12，13）

18. 祈りに関してどんなことを努力できますか。

18 この終わりの時代にエホバに忠実に仕えていくためには，ますます祈りが大切です。毎日時間を取って，心からの祈りを捧げましょう。エホバは私たちに「気持ちを全て」伝えてほしいと思っています。（詩 62:8）エホバを賛美し，エホバがしてくださっている全てのことに感謝しましょう。伝道で大胆に語れるようにと祈ることもできます。そして，どんな問題や誘惑にも立ち向かえるよう助けを求めましょう。エホバに祈りを捧げることを，何にも誰にも邪魔されないようにしてください。では，エホバはどのように私たちの祈りに答えてくださるのでしょうか。その点は次の記事で考えます。







どのように答えますか


	  イエスはどのように祈りを大切にしましたか。



	  祈る時にはどんなことを含めるとよいですか。



	  祈りに関してどんなことを努力したいと思いますか。









42番の歌 私たちの祈願

^  私たちは，祈りを親友への手紙のように心のこもったものにしたいと思っています。でも，祈りのために時間を取るのは難しいことがあります。どんなことを祈ったらいいんだろうか，と感じることもあるかもしれません。では，どうしたらいいでしょうか。考えてみましょう。






^ （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （テサ一 5:17） 絶えず祈ってください。



^  （格 3:5， 6） 心を尽くしてエホバに頼れ。 自分の考え*に頼ってはならない。  6 どんな道を行く時にも神のことを考えよ。 そうすれば神が真っすぐに進ませてくださる。

直訳，「理解」。


^  （サム一 1:10， 11） ハンナは非常に苦しんでいて，エホバに祈って激しく泣きだした。 11 そしてこう誓約した。「大軍を率いるエホバ，もしあなたが私の苦悩をご覧になり，私のことを思い出してお忘れにならず，男の子を授けてくださるなら，私はその子をエホバにお捧げし，一生涯，仕えさせます。その子の頭には決してかみそりを当てません」。



^  （サム一 1:20） 1年もしないうちに*，ハンナは妊娠して男の子を産み，サムエル*と名付けた。彼女が言うには，「エホバにこの子を願い求めていた」からである。

もしかすると，「やがて」。
意味，「神の名」。


^  （王一 19:4-6） そして荒野に入って1日の道のりを行き，エニシダの木の下に来てそこに座り，死ぬことを願って言った。「もう十分です！ エホバ，どうぞ私の命を取り去ってください。私は父祖たちに勝っていません」。 5 エリヤは横になり，エニシダの木の下で眠った。すると突然，天使が彼に触れ，「起きて，食べなさい」と言った。 6 エリヤが見ると，頭のそばに，熱した石に載せた丸いパンと水差しがあった。彼は食べて飲み，再び横になった。



^  （詩 32:5） 私はついに自分の罪をあなたに告白した。 過ちを隠さなかった。 「違反をエホバに告白しよう」と言った。 すると，あなたは過ちと罪を許してくださった。（セラ）



^  （マタ 7:7-11） 求め続けなさい。そうすれば与えられます。探し続けなさい。そうすれば見つかります。たたき続けなさい。そうすれば開かれます。 8 誰でも求めている人は受け，探している人は見つけ，たたいている人には開かれます。 9 実際，あなたたちのうち誰が，自分の子からパンを求められて，石を渡すでしょうか。 10 また，魚を求められて，蛇を渡すでしょうか。 11 それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天にいる父は，ご自分に求めている人に良いものを与えてくださるのです。



^  （マル 6:31） イエスは言った。「さあ，一緒に静かな場所に行って，少し休みなさい」。出入りする人が多く，食事をする暇もなかったからである。



^  （マル 6:45， 46） それからすぐイエスは弟子たちを舟に乗らせ，ベツサイダ沖を通って先に対岸に向かわせ，群衆は解散させた。 46 イエスは別れを告げた後，祈りをするため山に行った。



^  （マル 1:35） 朝早くまだ暗いうちに，イエスは起きて外に出，静かな場所へ行って，祈りを始めた。



^  （ルカ 6:12， 13） こうしたある日のこと，イエスは祈りをするため山に出ていき，夜通し神に祈った。 13 夜が明けると，弟子たちを自分の所に呼び，その中から12人を選び，使徒と呼んだ。



^  （マタ 26:39） そして少し進んでいき，ひれ伏して祈った。「父よ，もしできることでしたら，この杯を私から取り去ってください。それでも，私が望む通りにではなく，あなたが望まれる通りになりますように」。



^  （マタ 26:42） イエスは，また2度目に離れていき，祈った。「父よ，私が飲まずに済むようこの杯が取り去られることはないのでしょうか。ただ，あなたの望まれることが行われますように」。



^  （マタ 26:44） それで3人を残してまた離れていき，3度目の祈りをして，もう一度同じことを語った。



^ （啓 4:10， 11） 24人の長老は，王座に座っている方の前でひれ伏し，永遠に生きている方を崇拝する。そして自分たちの冠を王座の前に投げ出して，こう言う。 11 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^  （啓 4:10， 11） 24人の長老は，王座に座っている方の前でひれ伏し，永遠に生きている方を崇拝する。そして自分たちの冠を王座の前に投げ出して，こう言う。 11 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^  （ヨブ 38:4-7） 私が大地を据えた時，あなたはどこにいたのか。 教えてほしい。もし理解していると言うのなら。  5 誰が大地の寸法を定めたのか， 誰が大地の上に測り綱を伸ばしたのか， もし知っているのなら教えてほしい。  6 大地の受け台は何の中に埋まっているのか。 誰が大地の隅石を据えたのか。  7 その時，明けの星が共に喜びの叫び声を上げ， 神の子たち*が皆，称賛の叫び声を上げ始めた。

ヘブライ語の慣用句。神の天使たちを指す。


^  （ヨブ 37:23） 全能者を理解することなど，私たちには到底できません。 神は偉大な力を持っており， ご自分の公正さと正しさを曲げることは決してありません。



^  （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^  （サム一 1:27） この子のことを私は祈り，エホバは願いをかなえてくださいました。



^  （サム一 2:1， 2） ハンナは祈った。 「私の心はエホバのゆえに喜び， 私の角*はエホバによって高く上げられ*ます。 私の口は敵に向かって大きく開きます。 あなたによる救いを喜ぶからです。  2 エホバのように聖なる方はいません。 あなたのほかにはいないのです。 私たちの神のような岩はありません。

用語集参照。
または，「私の力はエホバによって強められ」。


^ （テサ一 5:18） 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。



^  （テサ一 5:18） 全てのことに感謝してください。これは，キリスト･イエスに従う皆さんに神が望んでいる事柄です。



^  （ヤコ 1:17） 良い贈り物，完全な贈り物は全て，天から，光*の父から来ます。父は移り変わる影のように変化したりはしません*。

または，「天体の光」。
または，「父には影の移動による変化もありません」。


^  （ルカ 6:45） 善い人は，心に蓄えている善いものの中から善いものを取り出し，邪悪な人は，蓄えている邪悪なものの中から邪悪なものを取り出します。心に満ちあふれているものが口から出るのです。



^  （使徒 1:8） しかし，聖なる力があなたたちに働く時，あなたたちは力を受け，エルサレムで，ユダヤとサマリアの全土で，また地上の最も遠い所にまで，私の証人となります」。



^  （ルカ 24:46-48） こう言った。「このように書いてあります。キリストは苦しみを受け，3日目に生き返り， 47 その名によって，罪の許しのために悔い改めるようにとの知らせが，エルサレムから始めて全ての国の人々に伝えられます。 48 あなたたちはこれらのことの証人となります。



^  （使徒 4:18） そして2人を呼び，イエスの名によって何も言ったり教えたりしてはならないと命じた。



^  （使徒 4:21） それで，支配者と長老たちは2人をさらに脅してから釈放した。罰する理由が何も見つからなかったからであり，また民のこともあった。起きたことについて皆が神をたたえていたのである。



^ （使徒 4:29） それで今，エホバよ，彼らの脅しに注意を向け，あなたの奴隷たちができる限り大胆にあなたの言葉を語り続けられるようにしてください。



^ （使徒 4:31） 弟子たちが祈願を終えると，集まっていた場所は揺れ動いた。そして一人残らず聖なる力に満たされて，神の言葉を大胆に語るのだった。



^  （使徒 4:19， 20） しかし，ペテロとヨハネはこう答えた。「神よりもあなた方の言うことを聞く方が，神から見て正しいことなのかどうかは，自分たちで判断してください。 20 しかし，私たちとしては，見聞きしたことについて話すのをやめるわけにはいきません」。



^  （使徒 4:29） それで今，エホバよ，彼らの脅しに注意を向け，あなたの奴隷たちができる限り大胆にあなたの言葉を語り続けられるようにしてください。



^  （使徒 4:31） 弟子たちが祈願を終えると，集まっていた場所は揺れ動いた。そして一人残らず聖なる力に満たされて，神の言葉を大胆に語るのだった。



^  （使徒 5:29） ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。


^ （詩 37:3） エホバに頼り，善を行え。 地上に住み，忠実に歩め。



^ （詩 37:5） あなたの道をエホバに委ね*，神に頼れ。 神があなたのために行動してくださる。

直訳，「の上に転がし」。


^  （詩 37:3） エホバに頼り，善を行え。 地上に住み，忠実に歩め。



^  （詩 37:5） あなたの道をエホバに委ね*，神に頼れ。 神があなたのために行動してくださる。

直訳，「の上に転がし」。


^  （ロマ 12:12） 希望によって喜びましょう。苦難に遭っても忍耐しましょう。粘り強く祈りましょう。



^  （詩 145:18， 19） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。 19 神はご自分を畏れる人の願いをかなえてくださる。 助けを求める叫びを聞き，助け出してくださる。

または，「正しく」。


^  （ペテ二 2:9） ですからエホバ*は，神への専心を示す人々をどのように試練から救い出すかを知っています。また，正しくない人々を処罰の日にどのように確実に滅ぼすかも知っています。

付録A5参照。


^  （マル 7:21-23） 中から，つまり人の心から，有害な考えが出てきます。性的不道徳，盗み，殺人， 22 姦淫，貪欲，邪悪な行為，欺き，恥知らずな行い，ねたみ，冒瀆，傲慢，無分別です。 23 これら邪悪な事柄は皆，中から出てきて人を汚します」。



^  （ヤコ 1:14， 15） 人はそれぞれ，自分の欲望に引かれて惑わされる*ことにより，試されるのです。 15 欲望は膨れ上がった*時に罪を生みます。そして，罪は犯された時に死をもたらします。

または，「餌によるかのように捕らわれる」。
直訳，「身ごもった」。


^  （マタ 6:13） 私たちを誘惑に陥らせないで，邪悪な者*から救い出してください』。

もしかすると，「邪悪なこと」。


^  （詩 97:10） エホバを愛する人たち，悪を憎め。 神はご自分に尽くす*人たちの命を守っている。 その人たちを悪人の手から助け出す。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （コリ一 10:12， 13） それで，立っていると思う人は，倒れることがないように気を付けてください。 13 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^  （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）








研究記事21

エホバは祈りに答えてくださる どのように？


「私たちは，……神に願い求めたならそのことはかなえられる，と確信しています」。ヨハネ第一 5:15

41番の歌 どうか私の祈りを聞いてください

何を学ぶか*




1-2. 祈りについてどんなふうに感じるかもしれませんか。

エホバは自分の祈りを聞いてくれているんだろうか，と感じたことがありますか。そう感じたことがある兄弟姉妹は少なくありません。大変な経験をしている時には特に，エホバがどのように祈りに答えてくださっているかがなかなか分からないかもしれません。

2 では，エホバに仕える人たちの祈りにエホバが必ず答えてくださる，と言えるのはどうしてでしょうか。（ヨハ一 5:15）祈りが聞かれていないように感じることがあるのはなぜですか。エホバはどのように私たちの祈りに答えてくださいますか。この記事では，こうした点を考えます。






期待通りの答えではないこともある


 3. エホバが私たちに祈るよう勧めているのはどうしてですか。

3 聖書によると，エホバは私たちを心から愛して大切に思ってくださっています。（ハガ 2:7。ヨハ一 4:10）だからこそ，助けを求めて祈るようにと勧めています。（ペテ一 5:6，7）エホバは，私たちがご自分との絆を守り，大変な中でも頑張っていけるように助けたいと思っています。



[image: たて琴を奏でていたダビデが，投げ付けられたやりをかわしている。]

エホバは敵から救い出すことで，ダビデの祈りに答えた。（4節を参照。）





 4. エホバが祈りに答えてくださると言えるのはどうしてですか。（挿絵も参照。）

4 聖書には，エホバが祈りに答えた記録がたくさん収められています。ダビデの例を考えてみましょう。ダビデは敵から命を狙われて危ない目に遭ったことが何度もありました。そのたびにダビデは助けを求めてエホバに祈りました。次のように祈ったこともあります。「エホバ，私の祈りを聞いてください。助けを求める私の願いに耳を傾けてください。正しくて信頼できるあなたが答えてくださいますように」。（詩 143:1）エホバはこうした祈りに答えて，ダビデを救い出しました。（サム一 19:10，18-20。サム二 5:17-25）それでダビデは，「エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる」と言うことができました。私たちもダビデと同じ確信を持つことができます。（詩 145:18）





[image: パウロがエホバに助けを求めて祈っている。]

エホバは忍耐するための力を与えることで，パウロの祈りに答えた。（5節を参照。）





 5. 祈りの答えが期待していたものとは違うこともあります。どんな例がありますか。（挿絵も参照。）

5 祈りの答えが期待していたものとは違うこともあります。パウロの場合がそうでした。パウロは「1つのとげ」を取り除いてほしいとエホバに3回お願いしました。エホバはこの祈りに答えたでしょうか。確かに答えました。でも，パウロが願っていた通りになったわけではありません。エホバは問題そのものを取り除くのではなく，パウロが忠実に仕え続けるための力を与えました。（コリ二 12:7-10）

 6. 祈りが聞かれていないように感じることがあるのはどうしてですか。

6 私たちも，祈りの答えが期待していたものと違うと感じることがあるかもしれません。でも，エホバはどうするのが私たちにとって一番良いかをご存じです。「私たちのどんな願いや考えをもはるかに超えた事柄を行うことができます」。（エフェ 3:20）それで，思いも寄らないタイミングや方法で祈りの答えが与えられることもあるのです。

 7. どんな場合に，祈りの内容を変える必要があるかもしれませんか。どんな例がありますか。

7 時には，エホバが望んでいることに合わせて祈りの内容を変える必要があるかもしれません。マーティン･ポエツィンガー兄弟の経験を考えてみましょう。兄弟は結婚した後すぐ，ナチ強制収容所に入れられました。初め兄弟は，「収容所から出られるようにしてください」と祈っていました。妻を支え，伝道を行うためです。でも2週間ほどして，「どうやら自由の身にはなれそうにない。エホバは別のことを願っているのかもしれない」と思うようになりました。そこで，「エホバ，私にどんなことを望んでいるのか，教えてください」と祈りました。そして，収容所にいる兄弟たちのことを考えました。兄弟たちは，妻や子供たちのことをとても心配していました。そのことに気付いた兄弟は，こう祈りました。「エホバ，やるべきことを教えてくださってありがとうございます。兄弟たちを力づけられるよう，どうか助けてください」。ポエツィンガー兄弟は，その後9年間にわたって，収容所で兄弟たちを励まし続けました。

 8. 祈る時，どんなことを思いに留めておくのは大切ですか。

8 覚えておきたい点として，エホバはご自分の考えていることを予定の時に全て実現します。私たちの苦しみの原因になっている，自然災害や病気や死といった問題全てを神の王国によって完全になくしてくださいます。（ダニ 2:44。啓 21:3，4）でもそれまでの間，エホバはサタンがこの世界を支配することを許しています。* （ヨハ 12:31。啓 12:9）もしエホバが今さまざまな問題を解決するなら，サタンの支配がうまくいっているかのように見えてしまうでしょう。それで，私たちはエホバの約束が実現する時まで待つ必要があります。でも，だからといって助けが全くないわけではありません。エホバはどのように助けてくださるのでしょうか。






エホバはどんな方法で祈りに答えてくださるか


 9. 私たちが何かを決定する時，エホバはどのように助けてくださいますか。

9 知恵を与えてくださる。エホバは，良い決定ができるように私たちに知恵を与える，と約束してくださっています。結婚するかどうかといった，人生を大きく左右するような決定の場合には特にそうです。（ヤコ 1:5）独身のマリア姉妹の例を考えてみましょう。* 姉妹は正規開拓奉仕をしている時に，ある兄弟と出会いました。こう言っています。「その兄弟と仲良くなるにつれて，お互い引かれ合うようになりました。決定を下さなければいけないと思ったので，エホバに真剣に祈りました。エホバからの知恵が必要でした。でも，決定するのはエホバではなく自分だ，ということも分かっていました」。姉妹は，エホバが祈りに答えてくださったと感じています。出版物を調べていた時に，自分にぴったりの資料を見つけることができたからです。さらに姉妹は，エホバの証人の母親のアドバイスのおかげで，自分の気持ちをよく分析することができました。こうしてマリア姉妹は良い決定をすることができました。



[image: 難民キャンプにいる兄弟が聖書を読んでいる。]

エホバはどのようにして忍耐するための力を与えてくださいますか。（10節を参照。）





10. フィリピ 4章13節によると，エホバは私たちをどのように助けてくださいますか。（写真も参照。）

10 忍耐するための力を与えてくださる。エホバはパウロにしたのと同じように，私たちにも忍耐するための力を与えてくださいます。（フィリピ 4:13を読む。）ベンジャミン兄弟の例を考えてみましょう。兄弟は，若い頃の大半を家族と一緒にアフリカの難民キャンプで過ごしました。こう言っています。「私は，『あなたに喜ばれることを行えるよう，力を与えてください』と，いつも祈っていました。エホバはその祈りに答えて，穏やかな心や伝道を続けるための勇気やエホバとの絆を強めるための出版物を与えてくださいました。さらに，エホバのおかげで忍耐することができた人たちの経験を読むと，自分も頑張ってエホバに仕えていこうという気持ちが強くなりました」。





[image: ]

エホバが仲間を通して助けてくださったと感じたことがありますか。（11-12節を参照。）*





11-12. エホバは仲間を通してどのように私たちを助けてくださいますか。（写真も参照。）

11 仲間の兄弟姉妹を通して助けてくださる。イエスは亡くなる前の晩，エホバに真剣に祈り，神を冒瀆した人として死ぬことがないようにしてほしい，とお願いしました。でもエホバは，イエスのこの願い通りにするのではなく，天使を遣わしてイエスを力づけました。（ルカ 22:42，43）エホバは仲間の兄弟姉妹を通して私たちのことも助けてくれます。誰かが家を訪問してくれたり，電話をかけてくれたりするかもしれません。私たちも，進んで仲間に「良い言葉」を掛けるようにしましょう。（格 12:25）

12 ミリアム姉妹の例を考えてみましょう。夫を亡くして数週間後，姉妹は家に独りでいた時に寂しさで打ちのめされそうになりました。涙が止まらなくなり，誰かと話したいと思いました。姉妹はこう言います。「電話をかける気力はなかったので，エホバに祈りました。泣きながら祈っている間に，電話がかかってきました。仲の良い長老からでした」。ミリアム姉妹は，この長老と妻からとても慰められました。姉妹は，エホバが兄弟を動かして電話をかけるようにしてくれた，と思いました。



[image: 医師が夫婦に資料を見せている。]

エホバはどんな人を用いて私たちを助けることがありますか。（13-14節を参照。）





13. エホバがご自分に仕えていない人たちを用いて祈りに答えたどんな例がありますか。

13 ご自分に仕えていない人たちを用いることもある。（格 21:1）エホバは，ご自分に仕えていない人たちを用いて祈りに答えることもあります。例えばネヘミヤは，エルサレムに帰って都市を再建したいと思っていました。エホバは，アルタクセルクセス王の心を動かしてその願いを聞き入れるようにしました。（ネヘ 2:3-6）現代でもエホバは，ご自分に仕えていない人たちを用いて，私たちを助けてくださることがあります。

14. 素卿姉妹の経験からどんな励みが得られますか。（写真も参照。）

14 素卿姉妹は，かかりつけの医師を通してエホバが助けてくださったと感じました。姉妹の息子は，精神的な病気を幾つか抱えています。息子が大きな事故に遭い，姉妹と夫は世話のために仕事を辞めなければならなくなりました。その結果，経済的にとても苦しくなりました。姉妹は，もう限界寸前だった，と言っています。姉妹は自分の気持ちを全てエホバに打ち明けました。すると，医師が姉妹たちの状況を気に掛け，いろいろと助けてくれました。そのおかげで，政府からの援助を受けることができ，手頃な値段で借りられる住まいも見つかりました。姉妹はこう言います。「エホバの支えを実感しました。エホバは確かに『祈りを聞く方』です」。（詩 65:2）






エホバからの答えを探して受け入れるには信仰が必要


15. ある姉妹が祈りの答えに気付くのに，どんなことが助けになりましたか。

15 祈りの答えは，いつもはっきり分かるものだとは限りません。でも，私たちが天のお父さんエホバへの揺るぎない愛を持ち続けるのに必要なものは，必ず与えられます。それで，エホバからの祈りの答えに注意深くあることが必要です。洋子姉妹の例を考えてみましょう。姉妹は，エホバが自分の祈りに答えてくださっていないように感じました。そこで，自分が祈った内容をノートに記録していくことにしました。しばらくたってから見返してみると，エホバはほとんどの祈りにすでに答えてくださっていた，ということに気付きました。その中には，自分ではもう忘れていたものもありました。私たちも，時々立ち止まって，エホバがどのように祈りに答えてくださっているかをじっくり考えるようにしましょう。（詩 66:19，20）

16. 祈った後，どのようにして信仰を表すことができますか。（ヘブライ 11:6）

16 祈ることに加えて，エホバからの答えを喜んで受け入れることによって，信仰を表すことができます。（ヘブライ 11:6を読む。）マイク兄弟と妻のクリッシー姉妹の例を考えてみましょう。2人はベテルで奉仕したいと思っていました。兄弟はこう言います。「何度も申し込み，何度もエホバに祈りましたが，招待は来ませんでした」。それでも2人は，エホバが自分たちを一番良い方法で用いてくださると確信していました。それで，自分たちにできる限りのことを行い，必要の大きな所で開拓奉仕をしたり，建設奉仕を行ったりしました。今では，旅行する奉仕をしています。兄弟はこう言います。「エホバはいつも私たちが思った通りの方法で祈りに答えてくれたわけではありません。でも，確かに祈りに答えてくださっています。そして，その答えは想像以上に素晴らしいものです」。

17-18. 詩編 86編6，7節によると，どんなことを確信できますか。

17 詩編 86:6，7を読む。この詩編を書いたダビデは，エホバが祈りを聞いて答えてくださるということを心から信じていました。私たちも同じ確信を持つことができます。この記事で学んだ通り，エホバは知恵や忍耐するための力を与えてくださいます。そして，私たちを助けるために仲間の兄弟姉妹を用いることもあれば，ご自分に仕えていない人たちを用いることもあります。

18 エホバからの祈りの答えが思っていたものと違う，ということもあるでしょう。でもエホバは，必ず私たちの祈りに答え，私たちが必要とするものをぴったりのタイミングで与えてくださいます。それで，これからも信仰を持ってエホバに祈りましょう。エホバは今あなたのことを気に掛けています。そして，新しい世界では「生きている全てのものの願いをかなえ」てくださるのです。（詩 145:16）







どのように答えますか


	  エホバからの祈りの答えが思っていたものと違う場合があるのはどうしてですか。



	  エホバはどんな方法で私たちの祈りに答えてくださいますか。



	  祈りの答えが与えられていないように感じる時，どのように信仰を表せますか。









46番の歌 エホバ，私たちは感謝します

^  エホバは，ご自分の意志に沿った祈りに必ず答えると約束しています。私たちが大変な状況を経験する時には，忠実を保てるように助けてくださいます。では，エホバがどのように祈りに答えてくださるのか，調べてみましょう。


^  サタンがこの世界を支配することをエホバが許している理由については，「ものみの塔」2017年6月号の「重要な問題に目を向け続ける」という記事を参照。


^  一部の名前は変えてあります。




^  写真や挿絵: 母親と娘が難民として避難してきたところ。仲間の兄弟姉妹が温かく迎え，助けになろうとしている。






^ （ヨハ一 5:15） また私たちは，願い求めることを神が聞いてくださることを知っているので，神に願い求めたならそのことはかなえられる，と確信しています。



^  （ヨハ一 5:15） また私たちは，願い求めることを神が聞いてくださることを知っているので，神に願い求めたならそのことはかなえられる，と確信しています。



^  （ハガ 2:7） 『また，私はあらゆる国を揺り動かす。あらゆる国の貴重な*ものが入ってくる。私はこの家を栄光で満たす』と，大軍を率いるエホバは言う。

または，「好ましい」。


^  （ヨハ一 4:10） 私たちが神を愛したというより，神が私たちを愛し，私たちの罪を償う*犠牲としてご自分の子を遣わしてくださったのです。これこそが愛です。

または，「私たちを神と和解させる」。


^  （ペテ一 5:6， 7） 神の力強い手の下で謙遜になってください。そうすれば，神はやがて皆さんを重んじて*くださいます。 7 そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

直訳，「高く上げて」。
または，「不安」，「悩み」。


^  （詩 143:1） エホバ，私の祈りを聞いてください。 助けを求める私の願いに耳を傾けてください。 正しくて信頼できるあなたが答えてくださいますように。



^  （サム一 19:10） サウルはやりでダビデを壁に突き刺そうとしたが，ダビデは身をかわし，やりは壁に突き刺さった。ダビデはその夜のうちにそこから出て逃げた。



^  （サム一 19:18-20） ダビデは走って逃げ，ラマのサムエルの所に行った。そしてサウルからされたことを全部話した。その後ダビデとサムエルはそこから離れ，ナヨトに滞在した。 19 やがてサウルのもとに，「ダビデはラマのナヨトにいる」という報告があった。 20 すぐにサウルはダビデを捕まえようとして使者たちを遣わした。使者たちは，年長の預言者たちが預言し，サムエルが立ってその人たちをまとめているのを見た。すると神の聖なる力がサウルの使者たちに働き，使者たちも預言者のように振る舞いだした。



^  （サム二 5:17-25） フィリスティア人は，ダビデが油を注がれてイスラエルの王になったことを聞き，ダビデを捜しに上ってきた。それを聞いたダビデは隠れがに向かった。 18 フィリスティア人はやって来て，レファイムの谷*に陣取った。 19 ダビデはエホバに尋ねた。「フィリスティア人を攻めるとよいでしょうか。あなたは私を勝たせてくださいますか」。エホバはダビデに言った。「行きなさい。私は必ずあなたをフィリスティア人に勝たせる」。 20 そこでダビデはバアル･ペラツィムに行き，フィリスティア人を討った。ダビデは言った。「水が壁を決壊させるように，エホバが私の前で敵を壊滅させた」。それでダビデはその場所をバアル･ペラツィム*と名付けた。 21 フィリスティア人が偶像をそこに残していったので，ダビデと部下たちはそれを処分した。 22 その後，フィリスティア人が再び上ってきて，レファイムの谷*に陣取った。 23 ダビデが尋ねるとエホバはこう言った。「真っすぐ向かっていってはいけない。彼らの後方に回り，バカの茂みの前で出撃しなさい。 24 バカの茂みの上部から行進のような音が聞こえたら，迷わず行動を起こしなさい。その時，エホバが，フィリスティア軍を討つため，あなたの前を進んだのである」。 25 そこでダビデはエホバに命じられた通りにし，ゲバからゲゼルにかけてフィリスティア人を討った。

または，「谷あいの平原」。
意味，「破壊の主人」。
または，「谷あいの平原」。


^  （詩 145:18） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。

または，「正しく」。


^  （コリ二 12:7-10） 特別な啓示を受けたということで過大評価してほしくないのです。 私は，思い上がることがないよう，体に1つのとげを刺されました。それはサタンの使いであり，私が思い上がらないよう，いつも平手打ちをして*きます。 8 私は，このとげがなくなるようにしていただきたいと3度主に懇願しました。 9 しかし主はこう言いました。「私はあなたに惜しみない親切をすでに十分に示している。人が弱い時にこそ，私の力は完全に発揮されるのである」。それで私は，自分の弱いところについて喜んで誇り，キリストの力が天幕のように私を覆い続けるようにします。 10 私は，弱いところ，侮辱，窮乏，迫害，困難を，キリストのために喜びます。私が弱い時，私には力があるからです。

または，「打ちたたいて」。


^  （エフェ 3:20） 神は，ご自分の力を私たちの中で働かせ，私たちのどんな願いや考えをもはるかに超えた事柄を行うことができます。その方が，



^  （ダニ 2:44） この王たちの時代に，天の神は決して滅ぼされることのない王国を建てます。その王国はほかのどんな民にも渡されません。これらの王国を全て打ち砕いて終わらせ，その王国だけが永遠に存続します。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （ヨハ 12:31） 今，この世は裁かれています。もうこの世の支配者は追い出されます。



^  （啓 12:9） こうして，大きな竜は投げ落とされた。あの初めの蛇で，悪魔サタンと呼ばれ，全世界を惑わしている者である。彼は地に投げ落とされ，邪悪な天使たちも共に投げ落とされた。



^  （ヤコ 1:5） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。

または，「あら探しをしたり」。


^ （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （ルカ 22:42， 43） こう言った。「父よ，あなたが望まれるようでしたら，この杯を私から取り除いてください。とはいえ，私の望むことではなく，あなたの望まれることがなされますように」。 43 その時，天使が現れてイエスを力づけた。



^  （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^  （格 21:1） 王の心はエホバの手にある水の流れのようだ。 神はそれをどこへでも意のままに導く。



^  （ネヘ 2:3-6） 私は王に言った。「王が栄えますように！ 私の父祖たちが葬られている都市が荒れ果て，門も焼け落ちてしまっているので，どうしても沈んだ顔になってしまうのです」。 4 すると王は言った。「どうしたいと思っているのか」。私はすぐさま天の神に祈った。 5 それから王に言った。「もし私が王の好意を得ており，王が良いと思われるのでしたら，私をユダに，父祖たちが葬られている都市に行かせ，そこを再建させてください」。 6 王は言った。（そばには王妃が座っていた。）「どれくらいの旅になるのか。いつ戻ってくるのか」。王が許可してくれたので，私は予定を伝えた。



^  （詩 65:2） 祈りを聞く方，あなたのもとにあらゆる人が来ます。



^  （詩 66:19， 20） しかし神は聞いてくださった。 私の祈りに注意を払ってくださった。 20 神が賛美されますように。神は私の祈りを退けず， 揺るぎない愛を快く示してくださった。



^ （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^ （詩 86:6， 7） エホバ，私の祈りを聞いてください。 助けを求める願いに注意を払ってください。  7 苦難の日にあなたに呼び掛けます。 あなたは答えてくださいます。



^  （詩 86:6， 7） エホバ，私の祈りを聞いてください。 助けを求める願いに注意を払ってください。  7 苦難の日にあなたに呼び掛けます。 あなたは答えてくださいます。



^  （詩 145:16） あなたは手を開いて， 生きている全てのものの願いをかなえる。








研究記事22

「神聖な道」を歩み続ける


「そこには街道ができる。『神聖な道』と呼ばれる道である」。イザヤ 35:8

31番の歌 神と共に歩む

何を学ぶか*




1-2. バビロンに住んでいたユダヤ人はどんな決定を下さなければいけませんでしたか。（エズラ 1:2-4）

驚くようなニュースが飛び込んできました。バビロンで70年間捕囚になっていたユダヤ人がイスラエルに戻れるというのです。（エズラ 1:2-4を読む。）こんな素晴らしいことを実現できるのはエホバだけです。バビロンが捕虜を解放することはめったになかったからです。（イザ 14:4，17）でも，バビロンは征服され，新しい王がユダヤ人にイスラエルに戻ってもよいと言ったのです。それで，全てのユダヤ人，特に家族の頭は決定を下さなければいけませんでした。イスラエルに帰るか，バビロンにとどまるかです。これを決めるのは簡単なことではありませんでした。どうしてでしょうか。

2 年配の人たちは，バビロンからイスラエルまで危険な旅をするのは難しいと感じたかもしれません。また，ほとんどのユダヤ人はバビロンで生まれたので，ほかの場所で暮らしたことはありませんでした。そういう人たちにとって，イスラエルは先祖が住んでいた場所にすぎませんでした。さらに，バビロンで成功して裕福になっていた人たちもいたので，快適な家や仕事を捨てて知らない場所に行くというのは，大変だったことでしょう。

 3. エホバを愛するユダヤ人がイスラエルに戻りたいと心から願っていたのはなぜですか。

3 エホバを愛するユダヤ人は，どんな犠牲を払うことになるとしても，イスラエルに帰ることには大きな価値がある，と思っていました。それは，エホバの崇拝に関係があったからです。バビロンには50以上の異教の神殿がありましたが，エホバの神殿は一つもありませんでした。モーセの律法で求められている犠牲を捧げるための祭壇も，祭司職の取り決めもありませんでした。また，異教の神々を崇拝する人たちは，ユダヤ人よりもはるかに多く，エホバのこともエホバの基準も全く気に掛けない人たちでした。それで，エホバを愛するユダヤ人は，故郷であるイスラエルに戻って清い崇拝を回復させたいと心から願っていました。

 4. イスラエルに帰るユダヤ人にエホバはどんなことを約束しましたか。

4 バビロンからイスラエルまでの道のりは，4カ月かかる大変なものでした。でもエホバは，障害となるものを道から除き去ると約束しました。預言者イザヤはこう書きました。「エホバの道を整えよ！ 私たちの神のために，砂漠を通る真っすぐな街道を造れ。……でこぼこの地面を平らにし，険しい土地を谷あいの平原にしなければならない」。（イザ 40:3，4）想像してみてください。砂漠に真っすぐな街道ができ，険しい土地も平らになるのです。山や谷を越えるよりもずっと歩きやすく，そこを通る人たちは速く進んでいけるでしょう。

 5. バビロンとイスラエルを結ぶ比喩的な街道はどんな名前で呼ばれましたか。

5 現代，大きな道のほとんどには名前や数字が付けられています。イザヤ書に出てくる比喩的な街道にも名前があります。こう書かれています。「そこには街道ができる。『神聖な道』と呼ばれる道である。汚れた人がその道を通ることはない」。（イザ 35:8）エホバのこの約束は，当時のユダヤ人にとってどんな意味があったでしょうか。現代の私たちにとってはどうですか。






「神聖な道」 古代と現代の意味


 6. この道はどんな意味で神聖でしたか。

6 「神聖な道」というのは，とても美しい名前ではないでしょうか。この道はどんな意味で神聖なのでしょうか。「汚れた人」，つまり不道徳や偶像崇拝などの罪深い行いを続ける人は，イスラエルに帰ることはできませんでした。イスラエルに戻ったユダヤ人は，「エホバ神の聖なる民」となるのです。（申 7:6）でも，だからといって，エホバ神に喜んでいただくために変化する必要がなかったわけではありませんでした。

 7. 多くのユダヤ人はどんな面で変化する必要がありましたか。

7 この記事の初めの方で考えた通り，当時のユダヤ人のほとんどはバビロンで生まれました。それで，バビロニア人の考え方や基準が染み付いていたことでしょう。ユダヤ人の第1陣がイスラエルに戻ってから数十年後，エズラは外国人の女性と結婚しているユダヤ人がいることを知りました。（出 34:15，16。エズ 9:1，2）後に総督ネヘミヤは，イスラエルで生まれた子供たちがユダヤ人の言語を学んですらいないことに衝撃を受けました。（申 6:6，7。ネヘ 13:23，24）神の言葉は主にヘブライ語で記録されていたのに，その言語を理解できないとしたら，どのようにしてエホバを愛し，エホバに仕えるようになるというのでしょうか。（エズ 10:3，44）それで，ユダヤ人には大きな変化が必要でした。でも，イスラエルでは清い崇拝が回復されつつあったので，バビロンにいるよりもはるかに変化しやすかったことでしょう。（ネヘ 8:8，9）



[image: 1919年以降，兄弟姉妹がいろいろな方法で良い知らせを伝えている。]

1919年以降，非常に大勢の人たちが大いなるバビロンを出て，「神聖な道」を歩み始めた。（8節を参照。）





 8. 神聖な道についての記述が私たちにも関係があると言えるのはどうしてですか。（表紙の絵を参照。）

8 もしかすると，「確かに興味深い情報だけれど，はるか昔のユダヤ人の話が今の私たちとどんな関係があるんだろう」と思うかもしれません。でも，私たちも「神聖な道」を歩んでいると言えます。天に行くよう選ばれた人か「ほかの羊」かに関わりなく，私たちはこの道を歩み続ける必要があります。（ヨハ 10:16）そうするなら，今は比喩的なパラダイスで，将来は神の王国の下で幸せを味わうことができます。* 1919年以降，非常に大勢の人たちが大いなるバビロン（世界を惑わしている間違った宗教全体）を出て，「神聖な道」を歩み始めました。あなたもその中の一人かもしれません。このように，100年ほど前にこの道は開通しました。とはいえ，整地作業は何百年も前から始まっていました。






「神聖な道」の整地作業


 9. エホバはどのようにして「神聖な道」の整地作業を行いましたか。（イザヤ 57:14）

9 エホバは，バビロンからイスラエルに向かうユダヤ人のために障害物を道から取り除きました。（イザヤ 57:14を読む。）現代ではどうでしょうか。エホバは1919年までの数百年の間，神を畏れる人たちによって大いなるバビロンから出るための道を整えました。（イザヤ 40:3と比較。）そのおかげで，心の正しい人たちは比喩的なパラダイスでエホバに仕えることができるようになりました。では，どんな整地作業が行われたのか見てみましょう。



[image: 昔の印刷機と聖書翻訳者]

数百年の間，神を畏れる人たちは大いなるバビロンから出るための道を整えた。（10-11節を参照。）





10-11. 聖書が印刷され，翻訳されたことによって，聖書の知識はどのように広まっていきましたか。（挿絵も参照。）

10 印刷。15世紀の中ごろまで，聖書は手作業で書き写されていました。これにはかなり時間がかかったので，聖書は値段が高く，なかなか手に入らない本でした。でも，活版印刷機が発明されると，聖書をもっと簡単に生産できるようになり，いっそう多くの人が手に入れられるようになりました。

11 翻訳。何百年にもわたって，聖書は主にラテン語でしか手に入れることができず，高い教育を受けた人しか理解することができませんでした。でも，印刷された聖書が世の中に出回るようになると，神を畏れる人たちは，聖書を多くの人が理解できる言語に翻訳する仕事にいっそう力を入れるようになりました。こうして，聖書を読む人は，教会で教えられていることと聖書が本当に教えていることを比較できるようになりました。



[image: ラッセル兄弟たちがさまざまな資料を活用して，聖書の理解について話し合っている。]

神を畏れる人たちは大いなるバビロンから出るための道を整えた。（12-14節を参照。）*





12-13. 19世紀に聖書を研究していた誠実な人たちは，どのようにして間違った教えを暴露しましたか。

12 聖書を理解するための助け。聖書を真剣に研究した人たちは，そこからたくさんのことを理解しました。そして，聖職者たちの怒りを買うことになるとしても，学んだことを大勢の人たちに知らせました。例えば19世紀には，大勢の誠実な人たちがパンフレットを出版し，教会で教えられていることが間違っているということを暴露しました。

13 1835年ごろ，ヘンリー･グルーは死者の状態についてのパンフレットを執筆しました。その中でグルーは，不滅性は神からの贈り物であって，生まれつき与えられるものではない，ということを聖書から説明しました。これは，多くの教会の教えが間違っていることを示すものでした。1837年，牧師であるジョージ･ストーズがこのパンフレットを列車の中で見つけます。ストーズは，これは真理だと確信し，読んだことをほかの人にも知らせたいと思いました。1842年に，「一つの問い ― 悪しき者は不滅か」という題の一連の講演を行いました。ストーズが出版した本は，チャールズ･テイズ･ラッセルという若者に大きな感化を与えました。

14. すでに整地作業が行われていたことは，ラッセル兄弟たちにとってどのように助けとなりましたか。（挿絵も参照。）

14 このようにしてすでに整地作業が行われていたことは，ラッセル兄弟や仲間たちにとってどのように助けとなったでしょうか。聖書を研究する時に，事典や索引やいろいろな翻訳の聖書を調べることができました。また，ヘンリー･グルーやジョージ･ストーズといった人たちの研究から学ぶこともできました。そして，ラッセル兄弟たちも聖書についての本やパンフレットをたくさん出版することで，整地作業に加わりました。

15. 1919年にどんな重要な出来事がありましたか。

15 1919年，エホバに仕える人たちは大いなるバビロンに捕らわれていた状態から自由になりました。その年，「忠実で思慮深い奴隷」が任命されました。（マタ 24:45-47）彼らは，開通したばかりの「神聖な道」に誠実な人たちを迎え入れました。すでに整地作業が行われていたので，この道を歩み始めた人たちは，エホバやエホバのお考えについてたくさんのことを知ることができました。（格 4:18）そして，エホバの望まれることに自分たちの生き方を合わせることもできました。もちろんエホバは，何もかも一度に変えるよう求めていたわけではありません。時間をかけて，自分に仕える人たちを少しずつ整えていきました。（「エホバはご自分に仕える人たちを少しずつ整えてきた」の囲みを参照。）そして将来，私たちは全ての点でエホバに喜ばれることを行えるようになります。そのことを考えると，本当に楽しみではないでしょうか。（コロ 1:10）

エホバはご自分に仕える人たちを少しずつ整えてきた




[image: 道が少しずつ整えられている。周りの草木もだんだんと豊かになっている。]



1927年-1928年 クリスマスが異教の祝祭であることを理解する。

1928年-1936年 十字架を使わなくなる。

1931年 エホバの証人という名前を使い始める。

1938年 長老たちを投票で選ぶことをやめる。

1944年-1945年 血の神聖さについて理解が深まる。

1952年 排斥の重要性が強調される。

1956年 結婚の取り決めの神聖さについて理解が深まる。

1972年 聖なる力によって任命された長老団が会衆を監督するようになる。

1973年 喫煙が重大な悪事と見なされるようになる。

1976年 仕事の選択に関してクリスチャンが考慮すべき具体的な点が示される。

2000年 血液分画の使用について詳しく説明される。

2006年，2012年 忌まわしい種類のポルノを見ることが重大な罪であることが強調される。










今からでも「神聖な道」を歩み始めることができる


16. 1919年以降，「神聖な道」はどのように整備されてきましたか。（イザヤ 48:17; 60:17）

16 どんな道も，定期的なメンテナンスが必要です。「神聖な道」も，1919年以降整備が続けられてきました。少しでも多くの人が大いなるバビロンから出られるようにするためです。忠実で思慮深い奴隷は，この仕事を一生懸命に行っています。1921年には，関心を持つ人たちが聖書の真理を学ぶための新しい出版物が発表されました。「神の立琴」です。この本は36の言語で600万冊近く配布され，大勢の人がこの本を使って聖書を学びました。最近私たちは，「いつまでも幸せに暮らせます」という素晴らしい出版物を使って聖書レッスンをしています。終わりの時代の間ずっと，エホバは組織を通して信仰を強める食物を与えてくださっています。そのおかげで，私たちは皆「神聖な道」を歩み続けることができています。（イザヤ 48:17; 60:17を読む。）

17-18. 「神聖な道」はどこに続いていますか。

17 私たちが誰かと聖書レッスンを始める時，その人は「神聖な道」に足を踏み入れることになります。この道を少しの間歩んですぐにやめてしまう人もいれば，目的地まで歩み続ける決意でいる人もいます。では，この道はどこに続いているのでしょうか。

18 天で生きる希望を持つ人たちにとって，「神聖な道」は天にある「神のパラダイス」につながっています。（啓 2:7）地上で生きる希望を持つ人たちには，千年統治の終わりに完全になるという見込みがあります。では，後ろを振り返ることなく，新しい世界へと続くこの道を最後まで歩み続けていきましょう。







どのように答えますか


	  エホバはどのようにして古代のユダヤ人のために「神聖な道」を整えましたか。



	  現代の「神聖な道」が開通したのはいつですか。この道を整えるためにどんなことが行われましたか。



	  今，「神聖な道」を歩んでいるのは誰ですか。この道はどこに続いていますか。









24番の歌 エホバの山に登ろう

^  エホバは，バビロンからイスラエルに帰る人たちが歩む道を「神聖な道」と呼びました。現代でもエホバは，ご自分に仕える人たちのために道を整えています。1919年以来，非常に大勢の人たちが大いなるバビロンから出て「神聖な道」を歩んでいます。私たちは目的地にたどり着くまで，この道を歩み続ける必要があります。


^  「イザヤの預言 ― 全人類のための光 II」56-57ページを参照。




^  写真や挿絵: すでにさまざまな研究が行われていたおかげで，ラッセル兄弟たちは聖書をよく理解することができた。






^ （イザ 35:8） そこには街道ができる。 「神聖な道」と呼ばれる道である。 汚れた人がその道を通ることはない。 それはその道を歩く人のためのものであり， 愚かな人が入ってくることはない。



^ （エズ 1:2-4） 「ペルシャのキュロス王の言葉。『天の神エホバは，地上の全ての王国を私に下さった。そして，ユダのエルサレムにご自分の家を建てるよう私にお命じになった。 3 それで，その神の民である人は誰でも，ユダのエルサレムに上っていき，イスラエルの神である真の神エホバの家を建て直すがよい。その家はかつてエルサレムにあった*のである。神がその人と共におられるよう願っている。 4 外国人としてどこに住んでいるとしても，その人は近隣の人から助けを得よ。近隣の人がその人に，銀や金，物品，家畜を与え，エルサレムにあった真の神の家のための自発的な捧げ物を持たせるのである』」。

もしかすると，「その方はエルサレムにいる」。


^  （エズ 1:2-4） 「ペルシャのキュロス王の言葉。『天の神エホバは，地上の全ての王国を私に下さった。そして，ユダのエルサレムにご自分の家を建てるよう私にお命じになった。 3 それで，その神の民である人は誰でも，ユダのエルサレムに上っていき，イスラエルの神である真の神エホバの家を建て直すがよい。その家はかつてエルサレムにあった*のである。神がその人と共におられるよう願っている。 4 外国人としてどこに住んでいるとしても，その人は近隣の人から助けを得よ。近隣の人がその人に，銀や金，物品，家畜を与え，エルサレムにあった真の神の家のための自発的な捧げ物を持たせるのである』」。

もしかすると，「その方はエルサレムにいる」。


^  （イザ 14:4） あなたはバビロンの王に対してこのあざけりの言葉を語る。 「労働を強いていた者が終わりを迎えた！ 圧制は終わった！



^  （イザ 14:17） 大地を荒野のようにし， 町々を滅ぼし， 囚人を故国に帰らせなかった者か』。



^  （イザ 40:3， 4） 荒野で叫ぶ声がする。 「エホバの道を整えよ*！ 私たちの神のために，砂漠を通る真っすぐな街道を造れ。  4 全ての谷を埋め*， 全ての山と丘を低くするように。 でこぼこの地面を平らにし， 険しい土地を谷あいの平原にしなければならない。

または，「きれいにせよ」。
または，「高くし」。


^  （イザ 35:8） そこには街道ができる。 「神聖な道」と呼ばれる道である。 汚れた人がその道を通ることはない。 それはその道を歩く人のためのものであり， 愚かな人が入ってくることはない。



^  （申 7:6） あなたはエホバ神の聖なる民だからです。エホバ神は，地上の全ての民の中からあなたを選んでご自分の民とし，特別な*所有物としたのです。

または，「宝のような」。


^  （出 34:15， 16） その土地の住民と契約を結ばないように気を付けなさい。彼らが自分たちの神々を崇拝するという不忠実なことをして*犠牲を捧げる時，あなたは招かれて犠牲の一部を食べることになる。 16 あなたはきっと息子を彼らの娘と結婚させることになり，その娘は自分の神々を崇拝するという不忠実なことをし*，あなたの息子にもその神々を崇拝するという不忠実なことをさせる*。

または，「と売春をして」。
または，「と売春をし」。
または，「と売春をさせる」。


^  （エズ 9:1， 2） こうしたことが終わると，高官たちが私の所に来て言った。「イスラエルの民や祭司やレビ族は，周囲の国の人々から離れていません。カナン人，ヘト人，ペリジ人，エブス人，アンモン人，モアブ人，エジプト人，アモリ人の忌まわしい行いから離れていないのです。 2 自分や息子のために，それらの人々の娘を妻として迎えています。それで，聖なる子孫が周囲の国の人々と混ざってしまっています。しかも，この不忠実なことを先頭に立って行っているのは，高官や代官たちです」。



^  （申 6:6， 7） 私が今日命じるこれらの言葉があなたの心に入っていなければなりません。 7 あなたはその言葉を自分の子にしっかり教え*，家で座るときも，道を歩くときも，寝るときも，起きるときもそれについて話さなければなりません。

または，「繰り返し言い」，「銘記させ」。


^  （ネヘ 13:23， 24） その頃，私はまた，ユダヤ人がアシュドドの女性やアンモン人やモアブ人の女性と結婚して*いるのを知った。 24 彼らの子たちの半分はアシュドドの言語を話し，半分は別の民の言語を話していた。ユダヤ人の言語を話せる人は一人もいなかった。

または，「を家に入れて」。


^  （エズ 10:3） 神と契約を結び，外国人の妻とその妻から生まれた子たちを皆去らせましょう。エホバの指示，神のおきてに敬意を抱く人たちの指示に従うのです。律法に沿って行動しましょう。



^  （エズ 10:44） この人たちは皆，外国人の女性を妻としていたが，妻を子たちと一緒に去らせた。



^  （ネヘ 8:8， 9） 彼らは真の神の律法の書を朗読し続け，分かりやすく説明して意味を教えた。読まれた箇所を理解できるよう，民を助けたのである。 9 総督*ネヘミヤ，写字生*である祭司エズラ，民を教えていたレビ族たちは民に言った。「今日はエホバ神にとって聖なる日です。嘆き悲しんだり，泣いたりしてはいけません」。民は皆，律法の言葉を聞いて，泣いていたのである。

または，「ティルシャタ」。ペルシャの称号で，州の総督を指す。
または，「書記」。


^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^ （イザ 57:14） こう言う声がする。『道路を造れ！ 道を整えよ！ 私の民の道から障害物を取り除け』」。



^  （イザ 57:14） こう言う声がする。『道路を造れ！ 道を整えよ！ 私の民の道から障害物を取り除け』」。



^  （イザ 40:3） 荒野で叫ぶ声がする。 「エホバの道を整えよ*！ 私たちの神のために，砂漠を通る真っすぐな街道を造れ。

または，「きれいにせよ」。


^  （マタ 24:45-47） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。



^  （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。



^  （コロ 1:10） エホバ*に仕える人にふさわしい歩み方をし，全ての点で神に喜ばれますように。また，あらゆる善いことを行って実を結び，神についての正確な知識をますます得られますように。

付録A5参照。


^ （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^ （イザ 60:17） 私は銅を金に替え， 鉄を銀に，木を銅に， 石を鉄に替える。 平和をあなたの監督とし， 正義をあなたの管理者*とする。

または，「あなたに仕事を割り当てる者」。


^  （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^  （イザ 60:17） 私は銅を金に替え， 鉄を銀に，木を銅に， 石を鉄に替える。 平和をあなたの監督とし， 正義をあなたの管理者*とする。

または，「あなたに仕事を割り当てる者」。


^  （啓 2:7） 耳のある人は，聖なる力が各地の会衆に告げる次のことを聞きなさい。私は，征服する人に，神のパラダイスにある命の木の実を食べることを許します』。








研究記事23

「ヤハの炎」を燃やし続けるために


「愛の火は燃え盛る火，ヤハの炎」。ソロモンの歌 8:6

131番の歌 「神が結び合わせたもの」

何を学ぶか*




 1. 聖書は本物の愛をどのように描いていますか。

「愛の火は燃え盛る火，ヤハの炎。渦巻く水も愛を消すことはできない。川も愛を流し去ることはできない」。* （ソロ 8:6，7）本当に美しい表現です。結婚している人たちは，本物の愛を描いたこの言葉を読むと心強く感じることでしょう。夫婦がいつまでもお互いを愛し続けることは可能なのです。

 2. 夫婦はお互いに愛し続けるためにどんなことができますか。

2 夫婦がお互いに愛し続けるためには，努力が必要です。たき火を燃やし続けるためには，まきをくべる必要があります。何もしなければ，火はやがて消えてしまいます。同じように，夫婦が互いに愛し続けるためには，絆を強める必要があります。でも時には，お互いへの愛が弱くなっているように感じることがあるかもしれません。経済的な問題や病気を抱えたり，子育てに追われたりしている時は，特にそうかもしれません。では，「ヤハの炎」を燃やし続けるためにどんなことができるでしょうか。この記事では，夫婦の絆を強めるのに助けとなる3つの点を取り上げます。*






エホバとの絆を強める




[image: 夫が妻の手を握って一緒に祈っている。横の絵では，ヨセフがマリアの手を握って一緒に祈っている。]

ヨセフとマリアと同じように，夫も妻もエホバとの絆を強める必要がある。（3節を参照。）





 3. 夫婦がエホバとの絆を強めることはどうして大切ですか。（伝道の書 4:12）（写真と挿絵も参照。）

3 「ヤハの炎」を燃やし続けるためには，夫婦の両方がエホバとの絆を強めるよう努力することが大切です。どうしてでしょうか。エホバとの絆を大事にしているなら，エホバからのアドバイスを喜んで当てはめようとするでしょう。そうするなら，お互いへの愛を弱めるような問題を避けたり乗り越えたりすることができます。（伝道の書 4:12を読む。）エホバとの絆を大事にしている人は，エホバに見習って親切や辛抱を示し，快く許すよう努力します。（エフェ 4:32–5:1）夫婦でこうした点に取り組むなら，お互いへの愛が強くなっていきます。結婚して25年以上になるレナ姉妹はこう言います。「エホバとの絆を大事にしている人には，愛や敬意を示しやすいものです」。

 4. エホバがイエスの両親としてヨセフとマリアを選んだのはどうしてですか。

4 聖書中の例を考えてみましょう。エホバはメシアになるイエスの両親としてヨセフとマリアを選びました。たくさんいたダビデの子孫の中から，この2人が選ばれたのはどうしてでしょうか。2人ともエホバとの強い絆を持っていたからです。それでエホバは，この2人ならきっとご自分のことを一番に考えて家庭を築いていくはずだ，と思いました。では，結婚している人たちはヨセフとマリアからどんなことを学べるでしょうか。

 5. 夫はヨセフにどのように見習うことができますか。

5 ヨセフはエホバからの指示に進んで従ったので，良い夫になることができました。少なくとも3回，エホバから家族についての指示を受けました。どの時もすぐに従いました。（マタ 1:20，24; 2:13-15，19-21）大きな変化が求められるとしても，エホバから言われた通りにしたので，マリアを守り，支え，養うことができました。マリアはそんなヨセフのことをいっそう愛し，尊敬するようになったことでしょう。夫の皆さん，ぜひヨセフの手本に見習ってください。聖書のアドバイスを調べ，それを当てはめましょう。* 大きな変化が求められるとしてもそうするなら，妻を愛していることを示し，結婚の絆を強めることができます。結婚して20年余りになるバヌアツのある姉妹はこう言います。「夫がエホバのお考えをよく調べて，その通りにしているのを見ると，夫をもっと尊敬できるようになります。安心できますし，夫の決定を信頼して従うことができます」。

 6. 妻はマリアにどのように見習うことができますか。

6 マリアは，エホバとの絆を強める面でヨセフに頼りきりになるのではなく，自分でも努力しました。マリアは聖書の内容をよく知っていました。（ルカ 1:46の注釈を参照。）じっくり考えるための時間もきちんと取っていました。（ルカ 2:19，51）このようにしてエホバとの絆を強めていたので，良い妻になることができました。現代の多くの妻たちも，マリアの手本に見習っています。えみこ姉妹はこう言っています。「独身時代には，エホバと自分の絆を強めるための日課がありました。でも結婚すると，夫が祈ってくれるようになり，崇拝の面でも夫が率先してくれます。それで，だんだんと信仰を強める面で夫任せになってしまいました。やがて，エホバとの絆を強めるのは自分の責任だということに気付きました。今では，祈ったり聖書を読んだりエホバについてじっくり考えたりするための1人の時間を取るようにしています」。（ガラ 6:5）妻の皆さん，エホバと自分の絆を強めるために，これからも努力してください。そうするなら，夫から高く評価され，ますます愛されることでしょう。（格 31:30）

 7. ヨセフとマリアはどんな面でも夫婦の手本となっていますか。

7 ヨセフとマリアは，エホバとの絆を強める面で協力しました。家族でエホバを崇拝することが大切だと分かっていたからです。（ルカ 2:22-24，41; 4:16）子供が増えるにつれて，大変なこともあったかもしれませんが，2人は頑張りました。素晴らしい手本です。あなたも子供がいるなら，みんなで集会に行ったり家族の崇拝をしたりするのが大変だ，と感じることもあるでしょう。夫婦で一緒に聖書を学んだり祈ったりする時間を取るのは，もっと難しいかもしれません。でも，エホバへの崇拝を何よりも大切にしましょう。そうするなら，エホバとの絆も夫婦の絆も強めることができます。

 8. 夫婦の関係がぎすぎすしていると思える場合，どんなことができますか。

8 では，もし夫婦の関係がぎすぎすしているように思える場合はどうでしょうか。そういう場合，一緒に家族の崇拝をするのはなかなか気が進まないかもしれません。もしそうなら，2人の興味があるものや，短くて楽しめる内容のものを考えることから始めるのはどうでしょうか。そうすれば，夫婦の絆も，一緒にエホバを崇拝したいという気持ちも強くなっていくことでしょう。






一緒に過ごす


 9. 夫婦が一緒に過ごすことはどうして大切ですか。

9 夫婦の皆さん，一緒に過ごすことによっても，2人の愛を強めることができます。そうするなら，相手の考えや気持ちを知ることができます。（創 2:24）結婚して15年以上になる，リリア姉妹とルスラン兄弟の例を考えてみましょう。結婚当初に感じたことについて，姉妹はこう言っています。「私たちは，思っていたよりも一緒に過ごす時間がないということに気付きました。仕事や家事や子供の世話で，1日があっという間に過ぎてしまいました。それで，このまま夫婦で一緒に過ごす時間を取らなければ，気持ちがどんどん離れていってしまうかもしれない，と思いました」。

10. エフェソス 5章15，16節にあるアドバイスを夫婦でどのように当てはめられますか。

10 夫婦で一緒に過ごす時間を確実に取るために，どんなことができるでしょうか。一緒に過ごす時間を前もって決めておくことができるかもしれません。（エフェソス 5:15，16を読む。）ナイジェリアのウゾンドゥ兄弟はこう言います。「私は予定を立てる時に，夫婦で一緒に過ごす時間も必ず含めるようにしています。この時間はとても大切なので，簡単に変えないようにしています」。（フィリ 1:10）モルドバで夫婦で巡回奉仕をしているアナスタシヤ姉妹は，時間を上手に活用しています。こう言います。「私は，夫が忙しくしている間に，自分一人でできることを行うようにしています。そうすれば，夫がゆっくりできるようになった時に，一緒に時間を過ごすことができます」。でも，忙し過ぎて，夫婦で一緒に過ごす時間を取るのは難しい，と感じる場合はどうしたらいいでしょうか。



[image: 夫婦が楽しそうに庭仕事をしている。横の絵では，アクラとプリスキラが一緒に楽しく天幕を作っている。]

夫婦で一緒にどんなことができますか。（11-12節を参照。）





11. アクラとプリスキラはどんなことを一緒に行いましたか。

11 1世紀のクリスチャンから愛された，アクラとプリスキラについて考えてみましょう。（ロマ 16:3，4）聖書には，この夫婦がどんな生活を送っていたかについて詳しくは記録されていません。でも，2人がいつも一緒に仕事をし，伝道を行い，仲間を助けていたことが書かれています。（使徒 18:2，3，24-26）聖書の中では，アクラとプリスキラの名前が必ず一緒に出てきます。

12. 夫婦で過ごす時間を増やすために，どんなことができますか。（写真と挿絵も参照。）

12 アクラとプリスキラにどのように見習うことができるでしょうか。夫も妻も，やるべきことがきっとたくさんあるでしょう。その中に，夫婦で一緒にできることが何かあるでしょうか。例えば，アクラとプリスキラのように，一緒に伝道に出掛けることができますか。アクラとプリスキラは仕事も一緒に行いました。もちろん，全ての夫婦が2人で同じ仕事をしているわけではないでしょう。でも，家事を一緒に行うことができるでしょうか。（伝 4:9）お互いに助け合って行うなら，会話も増え，チームとしての一体感が強くなることでしょう。ロバート兄弟とリンダ姉妹は，結婚して50年以上になります。兄弟はこう言います。「正直言って，私たちは夫婦で一緒に出掛けたり，趣味を楽しんだりする時間はあまりありません。でも，私が皿洗いをしている時に妻が隣で皿を拭いてくれたり，私が庭仕事をしている時に妻が手伝ってくれたりすると，幸せな気持ちになります。夫婦で一緒に何かを行うと，2人の距離が縮まり，愛も深まっていきます」。

13. 夫婦の絆を強めるためには，どんなことも大切ですか。

13 注意したい点として，ただ一緒にいるだけで絆が強まるとは限りません。ブラジルのある姉妹はこう言っています。「最近は気を散らすものがたくさんあります。それで，一緒に時間を過ごしていると思っていても，実は同じ家に住んでいるだけ，ということもあり得ます。ただ一緒にいるだけではなく，相手に関心を向けることが大切です」。ブルーノ兄弟とタイーズ姉妹もこの点を意識しています。兄弟はこう言います。「夫婦で時間を過ごす時には，携帯電話を近くに置かないようにして，2人の時間を楽しんでいます」。

14. 夫婦で一緒に過ごすことが楽しくないと感じる場合，どんなことができますか。

14 夫婦で一緒に過ごすことが楽しくないと感じる場合，どうしたらいいでしょうか。それぞれ趣味や興味のあることが違ったり，相手の言葉や行動にいらいらしたりするのかもしれません。そういう場合には，この記事の初めで考えた，たき火の例えを思い出してください。火は最初から勢いよく燃えるわけではありません。小さな火にまきをくべていくと，だんだんと大きな火になります。同じように，夫婦で少しの時間一緒に過ごすことから始めてみるのはどうでしょうか。けんかの原因になるようなことではなく，2人で楽しめることを行うようにしましょう。（ヤコ 3:18）小さなことから少しずつ行っていくなら，お互いへの愛は強くなっていくでしょう。






お互いに敬意を込めて接する


15. 夫婦の愛を強めるために敬意が欠かせないのはどうしてですか。

15 敬意は結婚生活に欠かせません。それはたき火が燃え続けるために必要な酸素に似ています。酸素がないと火がすぐに消えてしまうのと同じように，夫婦の間に敬意がないと，愛はすぐに冷めてしまいます。それで，夫婦の愛を強めるためには，お互いが敬意を示し合うよう努力する必要があります。でも，自分では敬意を示していると思っていても，相手に伝わっていないなら意味がありません。ペニー姉妹とアレット兄弟は結婚して25年以上になります。姉妹はこう言います。「私たちはお互いに敬意を示し合っているので，家の中はとてもいい雰囲気です。意見を大切にしてくれることが分かっているので，お互いに何でも思っていることを話せます」。では，相手に敬意が伝わるようにするにはどうしたらいいでしょうか。アブラハムとサラの例を考えてみましょう。



[image: 夫が妻の話をじっくり聞いている。横の絵では，アブラハムがサラの話をじっくり聞いている。]

夫の皆さん，妻の気持ちを大切にし，話によく耳を傾けましょう。（16節を参照。）





16. 夫はアブラハムにどのように見習うことができますか。（ペテロ第一 3:7）（写真と挿絵も参照。）

16 アブラハムはサラに敬意を込めて接しました。サラの気持ちを大切にし，話によく耳を傾けました。ある時，サラはアブラハムに自分の気持ちをぶつけ，アブラハムを厳しく責めることまでしました。それでも，アブラハムは腹を立てたりはしませんでした。サラが謙遜に自分を支えてくれていたからです。アブラハムはサラの話をよく聞き，問題を解決しようとしました。（創 16:5，6）どんなことを学べるでしょうか。夫の皆さんには家族のためにいろいろなことを決める権限があります。（コリ一 11:3）でも，妻に関係することを決定する時には特に，妻の意見をよく聞くようにしましょう。（コリ一 13:4，5）妻がストレスを感じて話を聞いてもらいたいと思っている時には，妻の気持ちを大切にし，よく耳を傾けるようにします。（ペテロ第一 3:7を読む。）ドミトリー兄弟とアンジェラ姉妹は結婚して30年ほどになります。姉妹は，兄弟が自分に敬意を込めて接してくれていると感じています。こう言います。「夫は，私がつらい気持ちになっている時や，話を聞いてもらいたいと思う時に，いつも耳を傾けてくれます。私が感情的になってしまう時にも，辛抱強く接してくれます」。

17. 妻はサラの手本にどのように見習うことができますか。（ペテロ第一 3:5，6）

17 サラはアブラハムに進んで協力することで敬意を示しました。（創 12:5）ある時，アブラハムは通り掛かった3人の人を家に招いてもてなすことにしました。それでサラに，手を止めてパンをたくさん作ってほしい，とお願いしました。（創 18:6）サラはすぐにアブラハムから言われた通りにしました。妻の皆さん，サラに見習って，夫の決定に協力するようにしましょう。そうするなら，夫婦の絆を強めることができます。（ペテロ第一 3:5，6を読む。）前の節に出てきたドミトリー兄弟は，妻が敬意を込めて接してくれていると感じています。こう言います。「アンジェラは，私と意見が違う時にも進んで協力してくれます。あまり良い結果にならなかったとしても，私を責めたりはしません。本当に感謝しています」。確かに，相手が敬意を込めて接してくれるなら，愛を示しやすいのではないでしょうか。

18. 夫婦の愛を強めていくよう努力することには大きな価値があります。どうしてそう言えますか。

18 サタンはクリスチャンの夫婦の愛の絆を壊そうとしています。お互いへの愛が弱くなるなら，エホバからも離れていってしまうということを知っているからです。でも，本物の愛は決して絶えることがありません。それで，「ソロモンの歌」の中で描かれているような愛を，夫婦の間で育んでいくようにしましょう。夫婦でエホバに仕えることを何よりも優先し，一緒に時間を過ごし，相手の気持ちを大切にしてください。そうするなら，本物の愛の源であるエホバに栄光をもたらすことができます。そして2人の愛は，十分にまきがくべられたたき火のように，いつまでも燃え続けることでしょう。







どのように答えますか


	  幸せな結婚生活を送る上で，エホバとの強い絆がとても大切なのはどうしてですか。



	  夫婦で一緒に過ごす時間を確実に取るために，どんなことができますか。



	  どうすればお互いに敬意を示すことができますか。









132番の歌 私たちは一つになる

^  エホバは人間に結婚という贈り物を与えてくださいました。結婚によって，夫と妻は強い愛の絆で結ばれます。とはいえ，この愛は弱くなってしまうこともあります。この記事では，夫婦がずっと愛し合い，幸せな結婚生活を送っていくのに役立つ点を考えます。


^  ここでは，いつまでも続く本物の愛のことを「ヤハの炎」と表現しています。エホバがそうした愛の源だからです。


^  配偶者がエホバの証人ではないとしても，この記事に載せられている提案は，夫婦の絆を強めるのに助けとなるでしょう。（コリ一 7:12-14。ペテ一 3:1，2）


^  例えば，「家族のために」のシリーズ記事には役立つアドバイスが載せられています。jw.orgやJW Library®で見ることができます。






^ （ソロ 8:6） 私のことをいつも思っていてください。 印章を胸元に下げるように，腕にくくり付けるかのように。 愛は死のように強く， あなただけを思う気持ち*は墓*と同じように変わることがありません。 愛の火は燃え盛る火，ヤハ*の炎。

または，「全くの専心」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
エホバの短縮形。


^  （ソロ 8:6， 7） 私のことをいつも思っていてください。 印章を胸元に下げるように，腕にくくり付けるかのように。 愛は死のように強く， あなただけを思う気持ち*は墓*と同じように変わることがありません。 愛の火は燃え盛る火，ヤハ*の炎。  7 渦巻く水も愛を消すことはできない。 川も愛を流し去ることはできない。 もしある人が，愛を得るために家の財産全てを差し出すなら， それは人からはねつけられる*でしょう」。

または，「全くの専心」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
エホバの短縮形。
もしかすると，「その人は軽蔑される」。


^ （伝 4:12） 1人なら誰かに打ち負かされるかもしれない。しかし2人なら立ち向かえる。三つよりの綱は素早く*断ち切ることができない。

または，「簡単に」。


^  （伝 4:12） 1人なら誰かに打ち負かされるかもしれない。しかし2人なら立ち向かえる。三つよりの綱は素早く*断ち切ることができない。

または，「簡単に」。


^  （エフェ 4:32-5:1） 親切な人になり，温かい思いやりを示し合い，神がキリストによって寛大に許してくださったように，寛大に許し合いましょう。 
5 皆さんは子供として神に愛されているのですから，神に倣ってください。



^  （マタ 1:20） ところが，ヨセフがこれらのことをよく考えた後，エホバの天使が夢の中で現れて，言った。「ダビデの子ヨセフ，妻マリアを迎え入れることを恐れてはなりません。妊娠しているのは聖なる力によるのです。



^  （マタ 1:24） ヨセフは眠りから覚め，エホバの天使が指示した通りに行い，妻を迎え入れた。



^  （マタ 2:13-15） 占星術師たちが去った後，エホバの天使が夢の中でヨセフに現れて，言った。「起きて，この子とその母親を連れてエジプトに逃げ，私が知らせるまでとどまりなさい。ヘロデがこの子を捜して殺そうとしています」。 14 そこでヨセフは起き，夜のうちに子供とその母親を連れ，エジプトに行って， 15 ヘロデの死までとどまった。こうして，エホバが預言者を通して「私はわが子をエジプトから呼び出した」と語ったことが実現した。



^  （マタ 2:19-21） ヘロデが死ぬと，エホバの天使がエジプトにいたヨセフに夢の中で現れて， 20 言った。「起きて，この子とその母親を連れてイスラエルに行きなさい。この子の命を狙っていた者たちは死にました」。 21 そこでヨセフは起き，子供とその母親を連れてイスラエルに戻った。



^  （ルカ 2:19） しかしマリアは，これらのことを全て記憶にとどめていき，じっくりと考えていた。



^  （ルカ 2:51） それからイエスは両親と共に下ってナザレに戻り，その後も両親に従っていた。また，母親はこうしたこと全てを注意深く心に留めた。



^  （ガラ 6:5） 人はそれぞれ，自分の荷*を自分で負うのです。

または，「責任」。


^  （格 31:30） 麗しさは時に偽りで，美しさもまたはかない*が， エホバを畏れる女性は称賛される。

または，「むなしい」。


^  （ルカ 2:22-24） 両親はモーセの律法に沿って自分たちを清める時が来ると，その子をエホバに差し出すためにエルサレムに連れていった。 23 エホバの律法に，「長男は皆エホバにとって聖なるものと呼ばれなければならない」と書いてある通りにである。 24 また，エホバの律法に，「ヤマバト2羽か若いイエバト2羽」と述べられているところに従って犠牲を捧げた。



^  （ルカ 2:41） さて，イエスの両親は，過ぎ越しの祭りのためにエルサレムに毎年行くことにしていた。



^  （ルカ 4:16） イエスは自分が育った土地ナザレに来た。そして，安息日の自分の習慣通り，会堂に入り，朗読のために立ち上がった。



^  （創 2:24） それで，男は父と母から離れて妻にしっかり付き*，2人は一体となるのである。

または，「妻とずっと一緒にいて」。


^ （エフェ 5:15， 16） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使って*ください。今は悪い時代だからです。

または，「良い時を買い取って」。


^  （エフェ 5:15， 16） それで，自分の歩み方をしっかり見守りましょう。賢くない人ではなく賢い人のように歩み， 16 時間を有効に使って*ください。今は悪い時代だからです。

または，「良い時を買い取って」。


^  （フィリ 1:10） 皆さんがより重要なことを見極め，キリストの日までずっと純粋でいて，人の信仰を妨げることがありませんように。



^  （ロマ 16:3， 4） キリスト･イエスに従って共に働く仲間，プリスカとアクラに，私からのあいさつを伝えてください。 4 この2人は私のために命を懸けてくれた人たちで，私だけでなく国々の全ての会衆も感謝しています。



^  （使徒 18:2， 3） そして，ポントス生まれのユダヤ人であるアクラと妻のプリスキラに会った。2人は，クラウディウスがユダヤ人全員にローマ退去を命じたために，最近イタリアから来たのだった。パウロは2人のもとに行き， 3 職業が同じだったのでその家に滞在し，一緒に働いた。天幕作りが職業だった。



^  （使徒 18:24-26） さて，アレクサンドリア生まれのアポロというユダヤ人がエフェソスに着いた。雄弁で，聖書によく通じていた。 25 この男性はエホバの道を教えられており，聖なる力によって熱意に燃え，イエスに関する事柄を正確に話したり教えたりしていたが，ヨハネのバプテスマしか知らなかった。 26 アポロは会堂で大胆に話し始めた。プリスキラとアクラは彼が話すのを聞き，連れていって，神の道をより正確に説明した。



^  （伝 4:9） 1人よりも2人がよい。2人で働くことで十分な報酬*が得られるからだ。

または，「より多くの利益」。


^  （ヤコ 3:18） さらに，正しさの実は，平和をつくり出している人たちのために*，平和な状態の中でまかれた種から生じます。

もしかすると，「によって」。


^ （ペテ一 3:7） 同じように，夫の皆さん，知識に基づいて*妻と暮らしてください。女性はより繊細な器ですから，妻を大切に*しましょう。妻たちも皆さんと一緒に，命という惜しみない恵みを受けるのです。妻を大切にするなら，祈りが妨げられることはないでしょう。

または，「思いやりを示しつつ」，「理解を示しつつ」。
または，「尊重」。


^  （創 16:5， 6） サライはアブラムに言った。「私が傷ついたのはあなたの責任です。召し使いをあなた*に与えたのは私ですが，彼女は妊娠したことが分かると，私を見下すようになりました。エホバが私とあなたを裁いてくださいますように」。 6 アブラムはサライに言った。「あなたの召し使いのことは，あなたが決めることができる。あなたが良いと思う通りにしなさい」。それでサライはハガルを手厳しく扱い，ハガルは逃げていった。

直訳，「あなたの懐」。


^  （コリ一 11:3） しかし，次のことを知ってほしいと思います。全ての男性の頭はキリストであり，女性の頭は男性であり，キリストの頭は神です。



^  （コリ一 13:4， 5） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず， 5 下品な*振る舞いをせず，自分のことばかり考えず，いら立ちません。愛は傷つけられても*根に持ちません。

または，「無礼な」。
または，「不当な仕打ちを受けても」。


^  （ペテ一 3:7） 同じように，夫の皆さん，知識に基づいて*妻と暮らしてください。女性はより繊細な器ですから，妻を大切に*しましょう。妻たちも皆さんと一緒に，命という惜しみない恵みを受けるのです。妻を大切にするなら，祈りが妨げられることはないでしょう。

または，「思いやりを示しつつ」，「理解を示しつつ」。
または，「尊重」。


^ （ペテ一 3:5， 6） 希望を抱いて神を待っていた昔の聖なる女性たちは，まさにそのようにして自分を飾り，夫に従いました。 6 例えば，サラはアブラハムを主人と呼んで従っていました。皆さんも善を行い続け，恐れに屈しないなら，サラに倣えます*。

直訳，「彼女の子供です」。


^  （創 12:5） 妻のサライ，おいのロト，蓄えてきた財産とハランで得た召し使いたちと共に，カナン地方に向かった。カナン地方に入ると，



^  （創 18:6） アブラハムは天幕にいるサラの所に急いで行って，こう言った。「上等の麦粉3杯分*をこねて，パンを作ってくれないか。急いでほしい」。

22リットル。


^  （ペテ一 3:5， 6） 希望を抱いて神を待っていた昔の聖なる女性たちは，まさにそのようにして自分を飾り，夫に従いました。 6 例えば，サラはアブラハムを主人と呼んで従っていました。皆さんも善を行い続け，恐れに屈しないなら，サラに倣えます*。

直訳，「彼女の子供です」。


^ （コリ一 7:12-14） 他の人たちに言います。主ではなく私がです。ある兄弟にクリスチャンではない妻がいて，その妻が夫と一緒にいることを望んでいるなら，その兄弟は妻のもとを去ってはなりません。 13 また，ある女性にクリスチャンではない夫がいて，その夫が妻と一緒にいることを望んでいるなら，その女性は夫のもとを去ってはなりません。 14 クリスチャンではない夫は妻との関係で神聖なものとされ，クリスチャンではない妻は夫との関係で神聖なものとされているからです。そうでなければ，皆さんの子供は清くないことになります。でも実際には聖なるものです。



^ （ペテ一 3:1， 2） 同じように，妻の皆さん，夫に従ってください。そうすれば，神の言葉に従順でない夫であっても，言葉ではなく妻の振る舞いによって，引き寄せられるでしょう。 2 皆さんの深い敬意がこもった清い振る舞いを見るからです。








研究記事24

クリスチャンとしての目標 あなたも達成できます


「諦めずに立派なことを行い続けましょう。諦めないなら，やがて刈り取ることになります」。ガラテア 6:9

84番の歌 人々の力になろう

何を学ぶか*




 1. 多くの人はどんな経験をしたことがありますか。

クリスチャンとしての目標を立てたのに，それを達成できなかった，ということがありますか。* そうした経験をしている人はたくさんいます。例えばフィリップ兄弟は，祈りの内容をもっと良いものにし，回数も増やしたいと思っていました。でも，なかなか時間を取ることができませんでした。エリカ姉妹は野外奉仕のための集まりに遅れずに行くことを目標にしましたが，いつも遅刻してしまっていました。トマーシュ兄弟は聖書を最後まで読み通すことに何度かチャレンジしました。でも，こう言っています。「3回やってみましたが，聖書を読むことを楽しめなかったので，いつもレビ記で終わってしまいました」。

 2. なかなか達成できていない目標があるとしてもがっかりする必要はありません。どうしてそう言えますか。

2 目標をなかなか達成できていないとしても，がっかりしないでください。小さな目標を達成するのにも，時間や努力が要るものです。目標を持っているということは，エホバとの絆を大切にしていて，ベストを尽くしてお仕えしたいと思っている，ということです。エホバは私たちにできないことを求めたりはせず，頑張っている姿を見て喜んでくださいます。（詩 103:14。ミカ 6:8）それで，今の自分の状況で達成可能な目標を立てるようにしましょう。では，その目標を達成するためにどんなことができるでしょうか。幾つか考えてみましょう。






意欲を高める




[image: 男性が帆を張ったヨットに乗っている。]

意欲を求めて祈る。（3-4節を参照。）





 3. 意欲を持つことが大切なのはどうしてですか。

3 目標を達成するためには強い意欲が必要です。意欲は，ヨットに吹く追い風に似ています。絶えず風が吹いていれば，ヨットは進み続けることができます。風が強ければ，それだけ速く目的地に着けるでしょう。同じように，強い意欲があるなら目標を達成しやすくなります。エルサルバドルのダビド兄弟はこう言います。「意欲があるなら，問題にぶつかっても諦めずに頑張り続けることができます」。では，どうすれば意欲を高めることができるでしょうか。

 4. どんなことを祈れますか。（フィリピ 2:13）（挿絵も参照。）

4 意欲を求めて祈る。エホバは聖なる力によって私たちに意欲を与えてくださいます。（フィリピ 2:13を読む。）私たちは，義務感に駆られて目標を立てることがあるかもしれません。もちろん，目標を立てるのはとても良いことですが，義務感だけではなかなか意欲は湧いてこないでしょう。ウガンダのノリーナ姉妹は，聖書レッスンを始めることを目標にしていました。でも，上手に教える自信がなかったので，なかなかやる気になれませんでした。姉妹はこう言います。「意欲を与えてください，と毎日エホバに祈りました。そして，教える技術を磨くよう努力しました。数カ月後には，誰かに聖書を教えたいという気持ちになっていました。その年，2人の人と聖書レッスンを始めることができました」。

 5. どんなことをじっくり考えると意欲を高めることができますか。

5 エホバがしてくださったことについてじっくり考える。（詩 143:5）パウロは，エホバからの惜しみない親切についてじっくり考えたので，エホバのためにもっと多くのことを行いたいという気持ちになりました。（コリ一 15:9，10。テモ一 1:12-14）私たちも同じように，エホバがしてくださったことについてよく考えるなら，目標を達成するためにもっと頑張ろうという気持ちになるでしょう。（詩 116:12）ホンジュラスのある姉妹は，開拓者になることを目標にしていました。どんなことが助けになったでしょうか。こう言っています。「エホバが私をどれほど愛してくれているかについてじっくり考えました。エホバはご自分の家族に私を迎え入れてくださいました。私のことをいつも気に掛け，守ってくださっています。こうしたことを考えると，エホバへの愛が深まり，もっと頑張ろうという気持ちになりました」。

 6. 意欲を高めるためにほかにもどんなことができますか。

6 どんな良い結果になるかを考える。時間を守ることを目標にしていたエリカ姉妹にとって，どんなことが助けとなったでしょうか。こう言っています。「奉仕の集まりに遅れると，いろいろな良いものを得損なってしまうということに気付きました。時間に余裕を持って行くなら，兄弟姉妹とあいさつしたり話したりできます。さらに，役立つ点も教えてもらえるので，伝道をもっと上手に行えるようになり，楽しめるようになりました」。エリカ姉妹は，時間を守るとどんな良い結果になるかを考えたので，目標を達成することができました。私たちも同じようにすることができます。聖書通読や祈りについての目標を立てたのであれば，エホバとの絆がどのように強くなるかを考えてみましょう。（詩 145:18，19）クリスチャンの人格を磨くことを目指しているのであれば，周りの人との関係がどのように良くなるかを考えることができます。（コロ 3:14）自分が立てた目標を達成したいと思うのはどうしてか，理由を全て書き出してみてください。そして，そのリストを時折見返しましょう。前に出てきたトマーシュ兄弟はこう言います。「達成したいと思う理由が多ければ多いほど，諦めずに頑張ることができます」。

 7. フリオ兄弟と妻が目標を達成する上で，どんなことが助けになりましたか。

7 意欲を高めてくれる人たちと一緒に過ごす。（格 13:20）フリオ兄弟は，夫婦で必要の大きな所に移動することを目標にしていました。どんなことが助けになったでしょうか。こう言っています。「私たちの目標を応援してくれる人たちと友達になり，目標について語り合うようにしました。同じような目標を達成したことがある兄弟姉妹も大勢いたので，いいアドバイスをもらえました。さらに，様子を尋ねてくれたり，ぴったりのタイミングで励ましてくれたりもしました」。






意欲が湧かない時




[image: 同じ男性がオールでこいで進んでいる。]

目標に向けて努力する。（8節を参照。）





 8. 意欲が湧いた時だけ目標に向かって努力するとしたら，どうなりますか。（挿絵も参照。）

8 私たちは誰でも，意欲が湧かない時があります。でも，だからといって目標を達成できないということではありません。ヨットは追い風を受けると勢いよく進んでいきます。でも，風は強いこともあれば，全く吹かないこともあります。風がないと，ヨットは目的地にたどり着くことができないのでしょうか。そういうわけではありません。ヨットに乗る人は，モーターやオールを使って進んでいくことができます。意欲も風に似ているので，強くなったり弱くなったりすることがあります。意欲が全く湧かないという日もあるでしょう。それで，もし意欲が湧いた時だけ目標に向かって努力するとしたら，目標は達成できないかもしれません。モーターやオールを使って進むかのようにして，意欲が湧かない時にも，目標に向けて努力する必要があります。そうするのは簡単ではないかもしれませんが，努力する価値があります。では，意欲が湧かない時に頭をよぎるかもしれない，1つの質問について考えてみましょう。

 9. 意欲が湧かない時にも目標に向けて努力するべきですか。どうしてそう言えますか。

9 エホバは私たちが喜んでご自分に仕えることを願っています。（詩 100:2。コリ二 9:7）では，意欲が湧かない時にも，目標に向けて努力するべきなのでしょうか。パウロの例を考えてみましょう。パウロは，「自分の体を厳しく訓練し，奴隷にして従わせます」と言いました。（コリ一 9:25-27，脚注）エホバの望むことを行いたいという気持ちにならなかった時にも，大きな努力を払ってそうしたのです。エホバはパウロの行ったことを喜んだでしょうか。もちろんです。そして，大きな報いも与えました。（テモ二 4:7，8）

10. 意欲が湧かない時にも目標に向けて努力すると，どんな良いことがありますか。

10 同じようにエホバは，意欲が湧かない時にも努力する私たちの姿を見て，喜んでくださいます。目標に向けて行うこと自体を楽しめないとしても，エホバへの愛の気持ちから行うなら，エホバは喜んでくださるのです。エホバは，パウロの努力を高く評価したのと同じように，私たちの努力も高く評価してくださいます。（詩 126:5）そのことを実感すると，意欲が湧いてくることでしょう。ポーランドのルツィーナ姉妹はこう言います。「疲れている時には特に，なかなか伝道に行く気になれないことがあります。でも出掛けると，大きな喜びを味わうことができ，幸せな気持ちになります」。では，意欲が湧かない時，具体的にどんなことができるか，考えてみましょう。

11. 自制をもっと示せるよう，エホバはどのように助けてくださいますか。

11 自制を祈り求める。自制とは，感情や行動をコントロールする力のことです。悪いことを行わないように自分を抑える，という意味でよく使われます。でも，良いことを行うためにも自制が必要です。難しいことを行おうとしていたり，意欲が湧かなかったりする場合には，特にそうです。自制は聖なる力が生み出すものなので，自制をもっと示せるよう聖なる力の助けを求めましょう。（ルカ 11:13。ガラ 5:22，23）初めの方に出てきたダビド兄弟は，個人研究を定期的に行いたいと思っていました。祈りがどのように助けとなったかについて，こう言っています。「もっと自制を示せるよう助けてください，とエホバにお願いしました。エホバのおかげで，良い予定を立て，その予定をきちんと守れるようになりました」。

12. 目標を目指す上で，伝道の書 11章4節はどのように役立ちますか。

12 状況が完璧に整うのを待たない。今の世の中では，状況が完璧に整うことは期待できません。それで，そうした期待を持っているなら，目標を達成することはできないでしょう。（伝道の書 11:4を読む。）ダニエル兄弟はこう言います。「完璧な状況というものはないので，待つのではなく，始めてみるのがよいと思います」。ウガンダに住むポール兄弟も，先延ばしにするのはよくないと感じています。こう言います。「問題がある中でも行動に移すなら，エホバの助けを実感する機会となります」。（マラ 3:10）

13. 小さな目標から始めてみるとよいのはどうしてですか。

13 小さな目標から始めてみる。目標があまりにも大き過ぎると，意欲が湧かないかもしれません。そういう場合には，小さな目標から始めてみるのはどうでしょうか。例えば，何かの性質を身に付けようと思っている場合，それをちょっとしたところから始めてみることができます。聖書全体を読むことを目標にしているなら，短い時間読むことから始められるでしょう。初めに出てきたトマーシュ兄弟は，1年で聖書を読み通すという目標を立てましたが，なかなか達成できずにいました。こう言います。「自分にとってペースが速過ぎた，ということに気が付きました。それで今度は，毎日数節を読んでじっくり考えることにしました。そうすると，聖書通読が楽しくなっていきました」。トマーシュ兄弟は，通読が楽しくなるにつれて，もっと長い時間読むことができるようになり，やがて聖書全体を読み通すことができました。*






壁にぶつかってもがっかりしない


14. 目標を達成する上で，どんなことが壁になるかもしれませんか。

14 残念なことですが，目標を達成したいという意欲がどれほどあっても，どんなに自分を訓練していたとしても，壁にぶつかることがあります。例えば，「思いも寄らないこと」が起きて，時間を奪われてしまうかもしれません。（伝 9:11）がっかりさせられるような大きな問題にぶつかって，力がなくなることもあります。（格 24:10）不完全さや疲れが壁になることもあるでしょう。（マタ 26:43。ロマ 7:23）では，こうした壁を乗り越えるためにどんなことができるでしょうか。

15. 壁にぶつかるとしてもそれで終わりではない，と言えるのはどうしてですか。（詩編 145:14）

15 壁にぶつかるとしても，それで終わりではない。聖書によれば，私たちはたくさんの問題を経験します。でも，エホバの助けによって，それを乗り越えていくことができます。（詩編 145:14を読む。）初めに出てきたフィリップ兄弟はこう言います。「私は，自分が何度挫折したかにではなく，そこから何度立ち直って目標に向かって努力してきたかに思いを向けるようにしています」。先ほどのダビド兄弟はこう言います。「壁にぶつかる時，それを障害物と見るのではなく，エホバに愛を示すチャンスと考えるようにしています」。壁にぶつかるとしても，諦めてしまわないなら，エホバに喜んでもらいたいと思っていることを示せます。目標に向けて頑張るあなたの姿を見て，エホバは満面の笑みを浮かべているに違いありません。

16. 壁にぶつかった経験から，どんなことを学べますか。

16 壁にぶつかった経験から学ぶ。うまくいかなかった理由を分析し，同じことを繰り返さないために何ができるかを考えましょう。（格 27:12）もしかすると，壁にぶつかったのは，目標が現実的なものではなかったからかもしれません。そういう場合には，目標が今の自分に合ったものかどうか，改めて考えることができます。* 現実的ではない目標を達成できなかったとしても，エホバから見てそれは失敗ではありません。（コリ二 8:12）

17. これまでどんな目標を達成してきたかを思い起こすとよいのはどうしてですか。

17 これまでどんな目標を達成してきたかを思い起こす。聖書には，「神は不公正な方ではないので，[皆さんの]働き……を忘れたりはされません」とあります。（ヘブ 6:10）ですから，私たちも忘れないようにしましょう。あなたはこれまでどんな目標を達成してきましたか。エホバと親しくなること，エホバについて語ること，バプテスマを受けることなどがあるかもしれません。努力してこうした目標を達成してきたのであれば，今持っている目標についても，達成することを目指して進み続けることができます。（フィリ 3:16）



[image: 同じ男性が，イルカがジャンプする様子や夕日をヨットから見ている。]

達成までの過程も楽しむ。（18節を参照。）





18. 目標に向けて努力している時，どんなことを意識できますか。（挿絵も参照。）

18 あなたもエホバの助けで目標を達成することができます。ヨットに乗る人は，目的地に着くと喜びや満足感を味わいます。でも，そこに向かう途中もさまざまな景色などを楽しみます。同じように私たちも，目標に向けて努力する時，エホバがどのように助けてくださっているかに目を向けると喜べます。（コリ二 4:7）そして，諦めてしまわないなら，やがて目標を達成し，もっと大きな喜びを味わえることでしょう。（ガラ 6:9）







目標に向けて努力する時…


	  意欲を高めるためにどんなことができますか。



	  意欲が湧かないなら，どんなことができますか。



	  壁にぶつかるとしても，どう考えることができますか。









126番の歌 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる

^  私たちは，クリスチャンとしての目標を立てるようにとよく勧められます。でも，良い目標を立てたのになかなか達成できないこともあります。そういう場合，どうしたらいいでしょうか。この記事では，目標を達成するのに役立つさまざまな点を取り上げます。


^  語句の説明: クリスチャンとしての目標とは，エホバにいっそう仕え，エホバに喜んでいただくことを目指して立てる目標のことです。その中には，クリスチャンとしての人格を磨くこと，聖書通読や個人研究からもっと多くのことを学ぶこと，伝道をもっと上手に行うことなどが含まれます。


^  「神権宣教学校の教育から益を得る」の本の10ページ4節を参照。


^  詳しくは，「ものみの塔」2008年7月15日号の「道理にかなった見方を培い，喜びを保つ」という記事を参照。






^ （ガラ 6:9） それで，諦めずに立派なことを行い続けましょう。諦めない*なら，やがて刈り取ることになります。

または，「疲れ果ててしまわない」。


^  （詩 103:14） 神は私たちの造りをよく知っている。 私たちが土でできているにすぎないことを覚えている。



^  （ミカ 6:8） 神はあなたに，何が善いことかを伝えた。 エホバがあなたに求めていることは何か。 ただ公正を守り*，揺るぎない愛を抱き*， 慎みを持って神と共に歩むことである。

または，「公平であり」。
または，「愛して親切に尽くし」。


^ （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^  （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^  （詩 143:5） 昔の日々を思い出し， あなたの全ての行いを思い巡らします。 あなたが行った事をひたすらじっくり考え*ます。

または，「を意欲的に学び」。


^  （コリ一 15:9， 10） 私は使徒のうち最も小さな者で，使徒と呼ばれるに値しません。神の会衆を迫害したからです。 10 今の私があるのは，神の惜しみない親切のおかげです。私に示されたその惜しみない親切は無駄になりませんでした。私はほかのどの使徒よりも多く働きました。といっても，それは私の力ではなく，神の惜しみない親切によります。



^  （テモ一 1:12-14） 私は，力を授けてくださった主であるキリスト･イエスに感謝しています。私を忠実な者と見なし，奉仕する務めを与えてくださったからです。 13 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。 14 私たちの主は惜しみない親切をあふれるほど豊かに示してくださり，私が信仰とキリスト･イエスからの愛を得られるようにしてくださいました。



^  （詩 116:12） 私は何をしてエホバにお返ししよう。 私のためにしてくださった全ての良いことに対して。



^  （詩 145:18， 19） エホバは，ご自分に呼び掛ける全ての人の近くにいる。 ご自分に誠実に*呼び掛ける全ての人の近くにいる。 19 神はご自分を畏れる人の願いをかなえてくださる。 助けを求める叫びを聞き，助け出してくださる。

または，「正しく」。


^  （コロ 3:14） これら全てに加えて，愛を身に着けましょう。愛は完全な絆なのです。



^  （格 13:20） 賢い人たちと共に歩むと賢くなり， 愚かな人たちと関わり合うと苦しい目に遭う。



^  （詩 100:2） 喜んでエホバに仕えよ。 歓声を上げながら神の前に出よ。



^  （コリ二 9:7） 一人一人が，嫌々ながらでも強いられてでもなく，心に決めた通りに行ってください。神は快く与える人を愛されます。



^  （コリ一 9:25-27） また，競技に参加する人*は皆，どんなことについても自制します。もちろん，そのようにして彼らが得ようとするのは朽ちる冠ですが，私たちの場合は朽ちない冠です。 26 それで私は，どこに向かっているか分からないような走り方をしてはいません。空振りになるようなこぶしの振るい方もしてはいません。 27 自分の体を打ちたたき*，奴隷にして従わせます。人々に伝道しておきながら，私自身が何かのことで退けられない*ためです。

または，「運動選手」。
または，「処罰し」，「厳しく訓練し」。
または，「失格にならない」。


^  （テモ二 4:7， 8） 私は立派に戦いました。競走を最後まで走りました。クリスチャンの信条を守りました。 8 今から後，私は正義の冠を授けられることになっています。その冠は，正しく裁く方である主が，定めの日に報いとして与えてくださるものです。私だけにではなく，主が現れるのを待ち望んできた人全てに与えてくださいます。



^  （詩 126:5） 涙を流しながら種をまく人は， 歓声を上げて収穫する。



^  （ルカ 11:13） それで，あなたたちが罪深い人間でありながら，子供に良い贈り物を与えることを心得ているのであれば，まして天の父は，ご自分に求めている人に聖なる力を与えてくださるのです」。



^  （ガラ 5:22， 23） 一方，聖なる力*が生み出すもの*は，愛，喜び，平和，辛抱強さ，親切，善良，信仰， 23 温和，自制です。このようなものを否定する律法はありません。

用語集参照。
直訳，「実」。


^ （伝 11:4） 風を見守っている者は種をまかない。雲を眺めている者は刈り取らない。



^  （伝 11:4） 風を見守っている者は種をまかない。雲を眺めている者は刈り取らない。



^  （マラ 3:10） 10分の1全部を倉庫に持ってきて，私の家に食物があるようにしなさい。私があなたたちのために天の水門を開いて，あふれるほどに祝福を注ぐかどうか，私を試してほしい」と，大軍を率いるエホバは言う。



^  （伝 9:11） 私はこの地上で次のことも知るようになった。足の速い人がいつも競走に勝つわけでも，強い人が戦いに勝つわけでもない。また，賢い人がいつも食事にありつけるとは限らない。知的な人が裕福になるとも，知識がある人が成功するとも限らない。なぜなら，思いも寄らないことがいつ誰にでも起きるからだ。



^  （格 24:10） 苦難の時*に落胆するなら， 力が失われる。

または，「日」。


^  （マタ 26:43） 再び戻ると，3人は眠っていた。まぶたが重くなっていたのである。



^  （ロマ 7:23） しかし，体*の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体*の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。

直訳，「器官」。
直訳，「器官」。


^ （詩 145:14） エホバは，倒れかけている人を皆支える。 うずくまっている人を皆立ち上がらせる。



^  （詩 145:14） エホバは，倒れかけている人を皆支える。 うずくまっている人を皆立ち上がらせる。



^  （格 27:12） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （コリ二 8:12） 進んで与える気持ちがあるなら，受け入れられます。持っている物を与えればよいのです。持っていない物までは期待されていません。



^  （ヘブ 6:10） 皆さんはこれまでずっと聖なる人たちに仕え，今も仕え続けています。そのようにして，神の名を愛していることを示してきました。神は不公正な方ではないので，そうした働きや愛を忘れたりはされません。



^  （フィリ 3:16） いずれにしても，私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう。



^  （コリ二 4:7） しかし，私たちはこの宝を土の器に入れて持っています。そのため，普通を超えた力が私たちから出るのではなく，神から来るということが明らかです。



^  （ガラ 6:9） それで，諦めずに立派なことを行い続けましょう。諦めない*なら，やがて刈り取ることになります。

または，「疲れ果ててしまわない」。







調べてみよう




「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」で調査用の資料を活用する


オンラインの調査用の資料を使って，さまざまな項目について調べることができます。「用語集」，「聖書に対する洞察」，「エホバの証人のためのリサーチガイド」，「ものみの塔出版物索引」などがあります。

「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」には便利な機能があります。検索ボックスにキーワードを入力していくと，すぐ下に候補が表示されます。調査用の資料に見出しとして載せられている言葉の横には，「項目」と表示されています。

やってみよう: 検索ボックスに「エホバ」と入力します。（A）候補の中から，横に「項目」と表示されている「エホバ」を選択します。（B）検索結果の上の方に，調査用の資料が表示されます。









[image: 「ものみの塔 オンライン･ライブラリー」の検索機能。Aは検索ボックスに入力したキーワード。Bは候補の横に表示されている「項目」という文字。]
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^ ***喜歌 45番 心の黙想***
45番
心の黙想
（詩編 19:14）
1. 私の心を巡る考えを
いつでもあなたの知恵で満たしたい
心が疲れて眠れない夜も
正しい思いを抱けますように
2. 清く良いことと高潔なことを
考え続けて安らぎを得たい
あなたの貴い言葉をよく読み
深く考えて守れますように
（詩 49:3; 63:6; 139:17，23; フィリ 4:7，8; テモ一 4:15も参照。）



^ ***喜歌 42番 私たちの祈願***
42番
私たちの祈願
（エフェソス 6:18）
1. エホバよ 偉大な神
祈りを聞いてください
お名前 尊ばれ 王国が来ますように
その祝福を見せてください
2. エホバよ 愛ある神
感謝を聞いてください
命と日の光 今日もまた下さった
あなたのために生きられるよう
3. エホバよ 希望の神
悩みを聞いてください
孤独でつらい時 慰めと知恵と保護
意欲と力 どうか下さい
（詩 36:9; 50:14; ヨハ 16:33; ヤコ 1:5も参照。）









^ ***喜歌 41番 どうか私の祈りを聞いてください***
41番
どうか私の祈りを聞いてください
（詩編 54編）
1. 私の神エホバ あなたに歌います
どうか聞いてください
あなたへの賛美を
2. あなたの親切と気遣い数えます
どうか聞いてください
あなたへの感謝を
3. 力と励ましを信じて歩みます
どうか聞いてください
あなたへの祈りを
（出 22:27; 詩 106:4; ヤコ 5:11も参照。）



^ ***喜歌 46番 エホバ，私たちは感謝します***
46番
エホバ，私たちは感謝します
（テサロニケ第一 5:18）
1. 感謝します 父エホバ
道を照らす光を
この祈りの贈り物
感謝します あなたに
2. 感謝します 父エホバ
イエスによる犠牲を
誓い果たす導きを
感謝します あなたに
3. 感謝します 父エホバ
真理告げる名誉を
とわに続く王国を
感謝します あなたに
（詩 50:14; 95:2; 147:7; コロ 3:15も参照。）



^ ***塔研17 6月号 22–26ページ 重要な問題に目を向け続ける***
重要な問題に目を向け続ける
「人々が，その名をエホバというあなたが，ただあなただけが全地を治める至高者であることを知るためです」。―詩 83:18。
歌: 46，136
どんなことを学びましたか
エホバの主権の正しさが立証されることは人類にとって重要な問題です。なぜそう言えますか
ヨブは試練のもとでどのようにエホバの主権を支持しましたか。しかし，どんな点で正される必要がありましたか
エホバの主権をどのように支持できますか
今日，多くの人にとって一番大切なのはお金です。どうしたらお金を稼げるか，お金を失わずにすむかで頭がいっぱいです。家族が一番大切だと考える人もいれば，健康が第一だと言う人もいます。自分の目標を達成することを重視する人もいます。
2 しかし，わたしたちすべてにとってはるかに重要なのは，エホバの主権の正しさが立証されることです。日々の生活のことで頭がいっぱいになると，この問題の大切さを忘れてしまうかもしれません。大きな試練に遭う時もそうです。他方，この問題の大切さを深く認識しているなら，毎日の生活で直面する難しい問題に対処しやすくなります。エホバにいっそう近づくこともできます。
なぜそれほど重要なのか
3 悪魔サタンは，エホバが正当な主権者かどうかを問題にしました。神の支配は腐敗している，エホバはわたしたちに最善のものを与えていない，と主張しているのです。人間は自分たちで支配したほうがずっと幸せになれる，というわけです。（創 3:1-5）サタンは，心から神に忠誠を示す人間などいない，圧力を受ければだれもがエホバの支配を退ける，ともほのめかしました。（ヨブ 2:4，5）エホバはサタンの主張に返答するため，時間を置くことにされました。神の正しい支配を受けずに生活するならどうなるかを明らかにするためです。
4 エホバはサタンの主張が間違っていることをご存じです。ではなぜサタンに自分の主張を証明する時間をお与えになったのでしょうか。この問題には天と地に住むすべての者たちが関係しています。（詩編 83:18を読む。）最初の人間夫婦も他の多くの者たちも，エホバの支配を退けました。悪魔の主張どおりではないか，と思う人間やみ使いもいるかもしれません。こうした疑問が残っている限り，国，人種，部族，家族，人々が本当の意味で一致することはありません。しかし，エホバの主権の正しさが立証されたあとは，全創造物が神の正しい支配に永遠に服することになります。宇宙全体に平和が回復されるのです。―エフェ 1:9，10。
5 将来，神が正当な主権者であることが立証され，サタンと人間の支配は完全に失敗して取り除かれます。神はメシアの王国を通して1000年に及ぶ完全な支配を行なわれます。その間もずっと忠誠を保ち続ける人々は，神の支配を心から支持していることを証明できます。（イザ 45:23，24）あなたもその一人になりたいと思いますか。そう思うに違いありません。忠誠を保ち続けるには，主権の問題にいつも目を向け，その問題の重要性を認識している必要があります。
救いよりも重要
6 人類にとって非常に重要なのは，エホバの主権の正しさが立証されることです。わたしたち個人の幸福よりも重要なのです。では，わたしたちの救いはあまり重要ではないのでしょうか。エホバはわたしたちのことをそれほど気にかけておられないのでしょうか。決してそうではありません。なぜそう言えますか。
7 エホバは人類を深く愛し，大切な存在と見ておられます。わたしたちの永遠の救いのため，イエスが犠牲の死を遂げるようにしてくださいました。（ヨハ 3:16。ヨハ一 4:9）エホバが人類に対する約束を果たされないとしたら，悪魔は「やはり神はうそつきだ。人間に良いものを与えようとしない。神の支配の仕方は間違っている」と言うでしょう。また，反対者たちの次のあざけりが正しいことになってしまいます。「この約束された彼の臨在はどうなっているのか。わたしたちの父祖が死の眠りについた日から，すべてのものは創造の初め以来と全く同じ状態を保っているではないか」。（ペテ二 3:3，4）しかし，エホバは従順な人々を必ず救ってくださいます。エホバの主権の正しさが立証されることには，従順な人々の救いが含まれるのです。（イザヤ 55:10，11を読む。）エホバの主権は愛に基づいています。神はご自分に忠節に仕える者たちを常に愛し，重んじ，大切な存在と見てくださいます。―出 34:6。
8 エホバの主権の問題は非常に重要です。とはいえ，わたしたちの救いがエホバにとって重要ではないということではありません。わたしたちは，主権と救いに関して正しい見方を持つ必要があります。そうすれば，重要な事柄に目を向け続け，エホバの正しい支配を忠節に支持することができます。
正しい見方を持つ
9 聖書の中でごく初期に書かれたヨブ記から，正しい見方の大切さを学べます。サタンは，ヨブが大きな苦しみに遭えば神を退けると主張し，神に対してヨブを苦しみに遭わせるようにと述べました。エホバはそのようなことはしませんでしたが，サタンがヨブを試すことを許し，「彼の持っているものはみな，あなたの手中にある」と言われました。（ヨブ 1:7-12を読む。）ヨブは短い間に，従者たちや生計手段，愛する10人の子どもを失いました。サタンは，あたかも神が災厄の原因であるかのように見せかけました。（ヨブ 1:13-19）さらに，ヨブを痛みの伴う忌まわしい病気にならせました。（ヨブ 2:7）それだけではありません。ヨブは，妻や3人の偽りの友からがっかりさせられるようなことを言われます。―ヨブ 2:9; 3:11; 16:2。
10 どんな結果になりましたか。サタンの主張が全く間違っていることが証明されました。ヨブは神を退けたりしなかったのです。（ヨブ 27:5）しかし，ヨブは一時的に正しい見方ができなくなりました。自分の正しさを弁明することばかりに注意が向き，どうしてこんな苦しみに遭わなければならないのか教えてほしいと思いました。（ヨブ 7:20; 13:24）ヨブの経験した様々な苦しみを考えると，ヨブの気持ちも分からなくはないかもしれません。しかし，神はヨブの考えを正されます。ヨブに何と言われたでしょうか。
11 ヨブに対する神の言葉は，ヨブ 38章から41章までの4つの章にわたって記されています。エホバはご自分の正しさを弁明するかのように，ヨブが苦しみに遭っている理由を説明したりはされませんでした。むしろエホバは，ヨブが神に比べてどれほど小さな存在かを理解するよう助けました。もっと重要な事柄が関係していることを教えたのです。（ヨブ 38:18-21を読む。）ヨブは正しい見方ができるようになりました。
12 厳しい試練に耐えたヨブに率直な助言を与えたエホバは，思いやりに欠けていたのでしょうか。そうではありません。ヨブもそうは思いませんでした。むしろエホバの助言に感謝し，心から受け入れました。「私は撤回し，塵と灰の中でまさしく悔い改めます」とさえ述べました。エホバの率直で愛ある助言がヨブの心に達したのです。（ヨブ 42:1-6）ヨブは若いエリフからも助言を与えられていました。（ヨブ 32:5-10）ヨブが神の戒めを受け入れて見方を正した後，エホバは，試練のもとでも忠実を保ったヨブを是認していることを明らかにされました。―ヨブ 42:7，8。
13 この試練の後も，エホバの助言はヨブが正しい見方をする助けになったことでしょう。なぜそう言えますか。「エホバは……ヨブの終わりをその始めよりも祝福され」，やがてヨブは「息子七人と娘三人を持つことに」なりました。しかし，それまでには時間がかかったはずです。（ヨブ 42:12-14）以前に亡くした子どもたちのことも忘れられなかったでしょう。しばらくは，試練の時のつらい記憶がよみがえることもあったかもしれません。試練を経験した理由が分かるようになったとしても，なぜあれほどの苦しみを味わわなければならなかったのだろうと思うこともあったでしょう。そんな時，神の助言を思い返すことで，正しい見方を保ち，慰めを得ることができたはずです。―詩 94:19。
14 ヨブに関する記録を熟考するなら，わたしたちも正しい見方を持ち，慰めを得ることができます。エホバがこの記録を保存されたのは，「わたしたちの教えのため……であり，それは，わたしたちが忍耐と聖書からの慰めとによって希望を持つため」なのです。（ロマ 15:4）この記述からどんな教訓が得られますか。自分の直面している問題のことで頭がいっぱいになり，エホバの主権の正しさの立証という重要な問題を見失ってはならない，ということです。ヨブのように困難な状況のもとでも忠実であり続けるならエホバの主権を支持できる，ということも忘れないようにしましょう。
15 自分の忠実さの価値について考えると励みが得られます。試練に遭うとしても，それを神の主権を支持する機会にすることができます。エホバから是認されていないわけではないのです。（箴 27:11）試練のもとでも忍耐するなら，神からの「是認を受け」，希望が強まります。（ローマ 5:3-5を読む。）ヨブに関する記録から分かるとおり，「エホバは優しい愛情に富まれ，憐れみ深い方」です。（ヤコ 5:11）エホバはご自分の主権を支持する者すべてに報いてくださいます。ですから，「十分に耐え忍ぶ者，また喜んで辛抱する者」になりましょう。―コロ 1:11。
重要な問題に目を向け続ける
16 エホバの主権の正しさが立証されることに目を向け続けるのは簡単ではありません。自分の問題に押しつぶされそうになることもあるでしょう。たとえ小さな問題でも，そのことばかり考えていると大きな問題に思えてしまうことがあります。ですから，難しい状況に置かれている時は，神の主権を支持することの大切さを意識的に思い起こす必要があります。
17 エホバから与えられた務めを行ない続けることも，重要な問題に目を向ける助けになります。レネーという姉妹は脳卒中になり，がんを患い，慢性的な痛みに悩まされていました。しかし病院で，医療スタッフや患者や見舞い客に聖書について話しました。入院中，わずか2週間半で80時間奉仕したこともあります。死が近づいていた時も，エホバの主権の問題に目を向け続け，安らかな気持ちを保つことができました。
18 普段の生活で問題やストレスを経験する時にも，エホバの主権の問題に目を向け続ける必要があります。ジェニファーという姉妹は帰途に就くため空港にいましたが，欠航が続き，結局，3日間空港で過ごさなければなりませんでした。心細いうえに疲れ切ってしまいました。意気消沈しても仕方なかったでしょう。でも姉妹は，同じような状況の人たちを聖書から励ましたいと思い，神に祈りました。その結果，多くの人に真理を伝え，たくさんの出版物を配布できました。姉妹はこう言います。「大変な状況でしたが，エホバが祝福してくださっていると感じました。エホバのお名前を賛美する力が与えられました」。姉妹はエホバのご意志に思いを向け続けたのです。
19 エホバの主権の重要性を認識していることは，真の宗教を見分けるしるしです。神の民はこれまでずっと神の主権を支持してきました。わたしたち一人一人も，真の崇拝者としてエホバの主権を支持し続けたいものです。
20 神に忠実に奉仕し，試練を忍耐しましょう。エホバは，ご自分の主権を支持するあなたの努力に目を留め，祝福してくださいます。（詩 18:25）次の記事では，エホバの主権を心から支持すべきなのはなぜか，またどのように支持できるかを考えます。
[研究用の質問]
1，2. （イ）わたしたちすべてにとって重要なのはどんな問題ですか。（ロ）この問題に目を向けることが大切なのはなぜですか。
 3. サタンは神の支配についてどんなことを主張していますか。
 4. 主権の問題が解決されなければならないのはなぜですか。
 5. わたしたちはどのようにエホバの主権を支持できますか。
 6. エホバの主権の正しさが立証されることは，どれほど重要ですか。
7，8. 神の主権の正しさが立証されるためには，人類に対する神の約束が果たされる必要があります。なぜですか。
 9. サタンはヨブについてどんなことを主張しましたか。（冒頭の挿絵を参照。）
10. （イ）ヨブはどのように神への忠誠を示しましたか。（ロ）ヨブはどんな点で正される必要がありましたか。
11，12. エホバはヨブが何を理解するよう助けましたか。ヨブはどのように答え応じましたか。
13. 試練の後も，エホバの助言はヨブが正しい見方をする助けになったはずです。なぜそう言えますか。
14. ヨブに関する記録から何を学べますか。
15. 試練のもとでも忠実であり続けるなら，どんな良い結果が得られますか。
16. 神の主権の正しさが立証されることの大切さを意識的に思い起こす必要があるのはなぜですか。
17. エホバから与えられた務めを行ない続けることは，重要な問題に目を向ける助けになります。例を挙げて説明してください。
18. エホバの主権を支持することの大切さを示すどんな経験がありますか。
19. 神の民はエホバの主権に関してどんな立場を取っていますか。
20. 神の主権を支持するあなたの努力を，エホバはどうご覧になりますか。
​[24，25ページの図版]
エホバの主権の問題に目を向け続けることができますか（14節を参照）
​​​​​​









^ ***喜歌 31番 神と共に歩む***
31番
神と共に歩む
（ミカ 6:8）
1. エホバと歩もう 慎み持って
神のそば離れずにいつでも頼り
道を照らす教え守り続け
その手 握り締め共に歩もう
2. エホバと歩もう 清さ保って
誘惑に耐えるため助けを求め
考え続けよう 正しいこと
そのときエホバはすぐそばにいる
3. エホバと歩もう 喜びながら
永遠に注がれる祝福見つめ
心に喜びが湧き上がれば
エホバとの絆 皆に伝わる
（創 5:24; 6:9; フィリ 4:8; テモ一 6:6-8も参照。）



^ ***喜歌 24番 エホバの山に登ろう***
24番
エホバの山に登ろう
（イザヤ 2:2-4）
1. 目を上げれば高くそびえる
ああ 麗しいエホバの山
共に行こう 呼び掛け合って
「さあ エホバの山に登ろう」
神に仕え従う人たちは
光掲げ祝福を味わう
感謝の歌 揺るぎない愛
ただ神に捧げ日々生きる
2. 良い知らせを全ての人に
今伝えよう広く遠く
神の言葉受け入れる人
王イエスは導く 今日も
大群衆が増えていく姿に
心躍り喜びがあふれる
賛美の声 奏でるハーモニー
「さあ エホバの山に登ろう」
（詩 43:3; 99:9; イザ 60:22; 使徒 16:5も参照。）



^ ***イ-2 56–57ページ 「あなた方はわたしの証人である」！***
であろう。なぜなら，わたしは荒野にさえ水を，砂漠に川を与えて，わたしの民，わたしの選んだ者に飲ませるからである。それは，わたしの賛美を詳しく話すよう，わたしが自分のために形造った民なのである」。―イザヤ 43:18-21。
18 エホバは，「最初のことを思い出すな」と述べておられますが，これは，僕たちが過去における神の救いの行為を記憶から消し去るべきだという意味ではありません。実のところ，そうした行為の多くは，神の霊感を受けたイスラエルの歴史書の一部となっており，エホバご自身，年ごとの過ぎ越しの祝いの際にエジプトからの脱出を思い出すよう命じておられます。（レビ記 23:5。申命記 16:1-4）とはいえエホバは，ここで民に，「新しいこと」，つまりこれから身をもって経験することに基づいて神の栄光をたたえるよう求めておられます。そうした事柄には，バビロンからの救出だけでなく，砂漠の直行ルートを行くと思われる奇跡的な帰還の旅も含まれます。その不毛の地において，エホバは民のために「道」を設け，モーセの時代のイスラエル人のために行なった事柄を思い起こさせる強力な業を行なわれます。砂漠で帰還者たちに食物を与え，渇きを本物の川でいやさせるのです。エホバの備えがあまりにも豊かなので，野獣も神の栄光をたたえ，民を襲うことを控えます。
19 同様に，1919年，霊的なイスラエルの残りの者もバビロンへの捕らわれから自由にされ，エホバが整えてくださった道筋である「神聖の道」を歩み始めました。（イザヤ 35:8）イスラエル人の場合とは違い，残りの者は，焼け付くような砂漠を通って地理的に移動する必要はなく，その旅も，数か月後にエルサレムに到着して終わるようなものではありませんでした。むしろ，「神聖の道」を歩む油そそがれたクリスチャンの残りの者が到達したのは，霊的なパラダイスでした。それら残りの者は，その「神聖の道」にとどまります。この事物の体制の終わりに至るまで，なおも旅を続けなければならないからです。彼らは，この街道にとどまる限り，つまり清さと神聖さに関する神の規準を守り行なっている限り，霊的なパラダイスにもとどまります。さらに，たいへん喜ばしいことに，“イスラエル人でない”仲間たちの大群衆が加わっています。サタンの体制に頼る人々とは全く対照的に，残りの者もその仲間たちも，エホバのみ手による豊かな霊的な宴に引き続きあずかっています。（イザヤ 25:6; 65:13，14）獣のようであった大勢の人々も，神の民に注がれているエホバの祝福に気づき，自分の歩みを改めて，まことの神の栄光をたたえるようになっています。―イザヤ 11:6-9。
エホバはご自分の苦痛を明らかにされる
20 古代の回復したイスラエルの残りの者は，イザヤの時代の邪悪な世代と比べると，変化した民であると言えます。イザヤの時代の世代について，エホバはこう述べておられます。「ヤコブよ，あなたはこのわたしを呼ばなかった。イスラエルよ，あなたはわたしにうみ疲れたからである。あなたはわたしにあなたの全焼燔の捧げ物の羊を携えて来なかったし，あなたの犠牲をもってわたしの栄光をたたえることもしなかった。わたしは供え物をもってわたしに仕えるようあなたを強要したこともなく，乳香であなたをうみ疲れさせたこともない。あなたはわたしのために，芳香を放つ籐を金を払って買うこともしなかった。あなたの犠牲の脂肪でわたしを飽かさなかった。実際には，あなたはあなたの罪ゆえに仕えるようわたしを強要し，あなたの誤りでわたしをうみ疲れさせたのだ」。―イザヤ 43:22-24。
21 エホバは，「わたしは供え物をもってわたしに仕えるようあなたを強要したこともなく，乳香であなたをうみ疲れさせたこともない」と述べておられますが，これは犠牲や乳香（聖なる香の成分）が不要であるという意味ではありません。むしろ，犠牲と乳香は律法契約のもとで，真の崇拝に不可欠な要素です。「籐」についても同じ









^ ***喜歌 131番 「神が結び合わせたもの」***
131番
「神が結び合わせたもの」
（マタイ 19:5，6）
1. 喜びの日 神の前で
2人は誓う 強い絆
変わらぬ愛を
妻に誓う
（※ 繰り返し）
聖なる絆
守り抜くと
2. この約束 果たせるよう
祈り求める 神の恵み
変わらぬ愛を
夫に誓う
（※ 繰り返し）
聖なる絆
守り抜くと
（創 2:24; 伝 4:12; エフェ 5:22-33も参照。）



^ ***新世ス ルカ 1:46***
46 マリアはこう言った。「私はエホバをあがめ，



^ ***喜歌 132番 私たちは一つになる***
132番
私たちは一つになる
（創世 2:23，24）
世界で1人の最愛の存在
私はあなたに愛を誓う
あなたはエホバの尊い贈り物
命ある限りあなた愛し 守る
家族になる 今日からは一つになって
2人の間に神がいてくださる
あなたへの愛は終わりのない愛
（創 29:18; 伝 4:9，10; コリ一 13:8も参照。）









^ ***喜歌 84番 人々の力になろう***
84番
人々の力になろう
（マタイ 9:37，38）
1. エホバは知ってる
与える喜び
エホバに倣おう
機会を捉えて
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
2. 世界のどこかで
助けを待ってる
自分を差し出し
力になりたい
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
3. 近くの区域で
建設手伝う
言語を学んで
真理を伝える
（※ 繰り返し）
勇気出して踏み出そう
きっと何かできる
私にも
（ヨハ 4:35; 使徒 2:8; ロマ 10:14も参照。）



^ ***喜歌 126番 目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる***
126番
目を覚ましていて，しっかり立ち，強い人になる
（コリント第一 16:13）
1. 目を覚まし耐える どんな試練も
勇敢に進む 勝利の道を
王として導くイエスの声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
2. 目を覚まし保つ 平常心を
進んで従う イエスの指示に
キリストに仕える牧者の声を聞き
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
3. 目を覚まし運ぶ 真理の種を
逆風吹いても一致の下に
全ての兄弟と賛美の声を上げ
（※ 繰り返し）
深く根ざして立つ
最後の日まで
（マタ 24:13; ヘブ 13:7，17; ペテ一 5:8も参照。）



^ ***校 10ページ 4節 神の言葉を喜びとする***
神の言葉のすべてを読む
あなたは自分個人で聖書全巻を読んだことがありますか。ある人は，「創世記」から「啓示」まで読み通すことを考えただけで圧倒されました。そのため，聖書全巻を読みたいという願いのもとに，まずクリスチャン･ギリシャ語聖書から読み始めた人も少なくありません。なぜでしょうか。聖書のそれらの書のほうが，キリストの足跡にそって歩もうとする自分にどのように当てはまるかを理解しやすいからでしょう。あるいは，クリスチャン･ギリシャ語聖書なら，聖書の4分の1余りを占めるにすぎず，読むのがそれほど大変ではないように思えたからかもしれません。いずれにしても，それら27の書を読み終えると，こんどはヘブライ語聖書の39の書に注意を向け，それを読んで楽しむようになりました。そして，ヘブライ語聖書を読み終えるころには，定期的な聖書通読の型ができていたため，続けてクリスチャン･ギリシャ語聖書の二度目の通読を行ない，決してやめませんでした。同じようにあなたの場合も，神の言葉を毎日読むことが生涯にわたる習慣となりますように。



^ ***塔08 7/15 29–32ページ 道理にかなった見方を培い，喜びを保つ***
道理にかなった見方を培い，喜びを保つ
「また，できなかった」と言ったことはありませんか。やり始めた事柄を成し遂げられなかった，ということはよくあるものです。若いクリスチャンの母親であれば，赤ちゃんの世話に追われて霊的な事柄のために時間が取れず，がっかりしてそう言うかもしれません。あるいは，育った家庭環境ゆえに自信が持てず，自分は会衆内であまり良い働きができていないと思う人もいるかもしれません。高齢の人たちの中には，昔は体力があって自由に動けたのに今はクリスチャンの活動に十分参加できず，落胆する人もいるでしょう。また，家庭の事情ゆえに，望むほどはエホバに奉仕できないクリスティアンという女性は，「開拓奉仕を励ます話を聞くと，涙がこみ上げてくることがあります」と語ります。
では，そのような気持ちにどう対処したらよいのでしょうか。自分の状況について現実的な見方を培うことのできた兄弟姉妹もいますが，どのようにしたのでしょうか。自分のできる事柄に対して平衡の取れた見方を持つことには，どんな益がありますか。
道理をわきまえる
使徒パウロは，喜びを保つための一つのかぎについて，こう言いました。「主にあって常に歓びなさい。もう一度言います。歓びなさい！ あなた方が道理をわきまえていることがすべての人に知られるようにしなさい」。（フィリ 4:4，5）神への奉仕において喜びと満足を味わうには，自分の能力と状況に照らして，道理にかなった見方を培う必要があります。無理な目標を定めて何が何でも達成しようとすれば，自らに過度の緊張を強いることになります。逆に，自分を甘やかし過ぎないように注意する必要もあります。自分の限界を決めてしまい，それを言い訳にして宣教奉仕のペースを必要以上に落とすべきではありません。
エホバがわたしたちに求めておられるのは，置かれている状況で最善を尽くすこと，つまり，魂と心のこもった奉仕をすることです。（コロ 3:23，24）もし最善を尽くしていないとすれば，エホバへの献身にふさわしく生きているとは言えないでしょう。（ロマ 12:1）また，魂のこもった奉仕を行なうときの深い満足や真の喜びなど，豊かな祝福も得られないでしょう。―箴 10:22。
聖書中で「道理をわきまえている」と訳される語には，思いやりのあるという考えが含まれており，字義どおりには『すぐに応じる』という意味があります。（ヤコ 3:17，脚注）この語には，厳し過ぎないという意味合いもあります。ですから，道理をわきまえていれば，自分の状況に対して平衡の取れた見方ができます。それは難しいことでしょうか。そう思う人もいます。他の人に対しては思いやりのある見方ができても，自分に対しては難しいのです。例えば，親しい友人が何かのことで頑張り過ぎていて疲れ気味に見えるとき，あなたはどうしますか。生活に幾らか調整を加えたほうがよいことを友人が理解するように助けるのではありませんか。同じように，自分自身についても，限界を超えていることを示す兆候が表われているなら，それを認める必要があります。―箴 11:17。
過度な要求をする親に育てられた人の場合，自分の限界について道理にかなった見方をするのが難しいかもしれません。子どものころに，親から愛されるにはもっと多くのことをし，もっと良い子にならなければならない，と感じていた人もいます。そのような人の場合，エホバがわたしたちをどうご覧になるかについても，間違った考え方をするかもしれません。エホバは，心のこもった奉仕をするわたしたちを愛してくださいます。聖書にあるとおり，エホバは「わたしたちの造りをよくご存じであり，わたしたちが塵であることを覚えておられ」ます。（詩 103:14）わたしたちの限界をご存じであり，限界があっても熱心にお仕えするとき愛してくださるのです。神は厳しい現場監督のような方ではありません。そのことを思いに留めているなら，自分の限界を認めやすくなり，自分に期待する事柄に関しても慎み深い態度を保てるでしょう。―ミカ 6:8。
とはいえ，そのような平衡の取れた考え方を身につけるのは難しいと思う人もいます。もしそうであれば，あなたのことをよく知っている経験あるクリスチャンに相談してみるのはいかがですか。（箴 27:9）例えば，正規開拓奉仕を行ないたいと思っていますか。それは素晴らしい目標です。でも，達成するのに問題があるでしょうか。もしかしたら，生活を簡素にするための助けが必要かもしれません。また，信頼できるクリスチャンの友人に相談して，家族に対する多くの責任がある今の状況で開拓奉仕を行なうのが実際的な目標と言えるかどうか，一緒に考えてもらえるかもしれません。その奉仕が自分にとって可能かどうか，あるいはどんな調整をすればよいか，といった点も相談できます。夫の立場にある人も，妻が能力に応じたペースを知るように助けることができます。例えば妻に，活動を増し加える月が始まる前に幾らか休息を取るよう勧めるかもしれません。そのようなアドバイスに従うなら，力を蓄えておくことができ，宣教奉仕において喜びを保てるでしょう。
自分にできる事柄を探す
老齢になったり健康が衰えたりすると，エホバへの奉仕においてできる事柄が幾らか限られるでしょう。親の立場にある人なら，幼い子どもの世話に多くの時間やエネルギーが奪われ，個人研究やクリスチャンの集会からほとんど益を得られないように感じるかもしれません。しかし，自分のできないことばかりに目を向けて，まだ行なえる事柄まで見えなくなる，ということはないでしょうか。
今から数千年前，あるレビ人は実現不可能な願望を抱いていました。神殿で年に2週間奉仕する特権を与えられていましたが，いつまでもずっと祭壇の近くに住んでいたいという殊勝な気持ちを言い表わしたのです。（詩 84:1-3）この忠実な人にとって，満足感を抱くのに何が助けになったでしょうか。たとえ1日でも神殿の中庭で過ごせるのは類まれな特権である，ということを理解したのです。（詩 84:4，5，10）わたしたちも，できないことばかり考えるよりも，できることについて考えて感謝するよう心がけるべきです。
カナダに住むネルランドという姉妹について考えてみましょう。姉妹は車椅子での生活を送っており，宣教奉仕で行なえる事柄が非常に限られていると思っていました。しかし，考え方を変え，近くのショッピングセンターを自分の伝道区域と見るようにしました。こう説明します。「ショッピングセンター内のベンチの近くに車椅子を止めて座っています。ベンチに来て休憩する人たちに証言し，楽しく奉仕しています」。姉妹は，この価値ある奉仕から深い満足感を味わっています。
必要な調整を行なう
ヨットは追い風を帆いっぱいに受けているときは全速力で進むでしょう。しかし，激しい嵐に見舞われたときには，帆を調節しなければなりません。嵐を鎮めることはできなくても，そのような調整を加えてヨットを制御することはできます。同じように，多くの場合，人生で直面する嵐のような状況を鎮めることはできないかもしれません。それでも，体力や知力や感情面の力の用い方を調整して，可能な限り生活の安定性を保つことができます。自分の置かれた新たな状況を考慮に入れるなら，神への奉仕において満足感と喜びを保てるでしょう。―箴 11:2。
幾つかの例を考えてみましょう。体力が限られている人の場合，晩の集会に出席する力を残しておくため，昼間は体力を消耗するような活動を控えたほうがよい，ということに気づくかもしれません。そうすれば，仲間のクリスチャンとの交わりを十分楽しむことができます。あるいは，子どもの具合が悪いために家から家の宣教に参加できない母親は，クリスチャンの姉妹に家に来てもらい，子どもが寝ている間に電話証言を共に行なうのが実際的かもしれません。
自分の今の状況では，集会で扱われる資料をすべて予習するのが難しい，という場合はどうでしょうか。そのようなときには，自分の予習できる量を判断し，できる限り予習するように努めます。当面の目標を調整することによって，活動的でいられ，喜びを保つことができます。
目標を調整するには，決意と努力が必要でしょう。フランスに住む夫婦セルジュとアニエスは，計画を大きく変更しなければなりませんでした。「アニエスが妊娠していることが分かった時，宣教者になりたいという夢は消えてしまいました」とセルジュは言います。元気な二人の娘の父親となったセルジュは，夫婦としてどのように新たな目標を定めたかをこう説明します。「外国で奉仕できなくても，国内で“宣教者”になりたいと思いました。わたしたちは外国語の群れで奉仕し始めました」。新たな目標を定めたことは，良い結果になったでしょうか。「とても会衆の役に立っているように感じます」とセルジュは語っています。
フランスに住むオディールという70代の姉妹は，ひざの変形性関節症を患っており，長時間立っていることができません。そのような健康上の問題ゆえに家から家の宣教に参加できず，気落ちしましたが，あきらめたりはしませんでした。自分の活動に調整を加えて，電話証言を行なうことにしたのです。「思っていたよりも簡単で楽しい奉仕です」と述べています。こうして，宣教奉仕に対する意欲を取り戻したのです。
道理にかなった見方は，祝福につながる
自分のできる事柄に対して道理にかなった見方を培うなら，多くのいら立ちを経験せずに済みます。平衡の取れた目標を設けることにより，限界があっても達成感を味わえます。できることがわずかであっても，成し遂げたことを喜べるのです。―ガラ 6:4。
自分のできる事柄について平衡の取れた見方を持てるようになると，仲間のクリスチャンに対してもいっそう思いやりを示せるようになります。他の人にも限界があることを知っていれば，してくれた事柄をいつも感謝することでしょう。助けてもらったとき感謝を表わすなら，協力の精神が強められ，互いに対する理解も深まります。（ペテ一 3:8）忘れないでください，愛ある父エホバは，わたしたちにできる以上の事柄を求めたりされません。わたしたちは平衡の取れた見方を持ち，達成可能な目標を定めるとき，霊的な活動を通していっそう多くの満足と喜びを味わえるのです。
[29ページの拡大文]
神への奉仕において喜びと満足を味わうには，自分の能力と状況に照らして，道理にかなった見方を培う必要がある
[30ページの図版]
ネルランドは宣教で自分のできることを行ない，喜びを味わっている
[31ページの図版]
“帆の調節”をしましょう
[クレジット]
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[32ページの図版]
セルジュとアニエスにとって，新たな目標を定めたことは良い結果になった
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